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気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
地
震
、
津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重

大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
、『
警
報
』を
発
表
し
て

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
今
後
は
、
こ
の
警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
豪
雨
や
大
津
波
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
著
し
く
大
き
い
場
合
、
新
た
に『
特
別
警
報
』を
発
表
し
、
最
大
限

の
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

《
問
合
せ
》防
災
課
防
災
係
☎
23

－

１
１
１
１

８
月
30
日
に『
特
別
警
報
』の
発
表
が
始
ま
り
ま
す

『
特
別
警
報
』が
発
表
さ
れ
た
ら
身
を
守
る
た
め
に

最
善
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
！

ど
ん
な
と
き
に『
特
別
警
報
』が

発
表
さ
れ
る
の
か

『
特
別
警
報
』を
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
す

『
特
別
警
報
』が
出
た
と
き
は
…

　
『
特
別
警
報
』は
、「
東
日
本
大
震

災
」の
よ
う
な
津
波
や
、
観
測
史

上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た「
伊

勢
湾
台
風
」の
高
潮
、
紀
伊
半
島

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」の
豪
雨

な
ど
の
よ
う
な
、
警
報
の
発
表
基

準
を
は
る
か
に
超
え
る
よ
う
な
異

常
な
気
象
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
・
と

よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト（
登
録
制
メ

ー
ル
）･
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、『
特
別
警
報
』を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
ら

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
積
極
的
に

情
報
を
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。

　
『
特
別
警
報
』が
出
た
場
合
は
、

数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な

非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
か
ら
の
避
難
勧
告
･
避
難
指
示

な
ど
の
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
家
の
外
の
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
避
難
所
に
避
難
す
る
か
、
屋

内
の
比
較
的
安
全
な
場
所
に
と
ど

ま
る
か
な
ど
、
た
だ
ち
に
命
を
守

る
た
め
の
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

※『
特
別
警
報
』の
運
用
開
始
後
も
、

警
報
や
注
意
報
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
発
表
さ
れ
ま
す
。『
特
別

警
報
』が
発
表
さ
れ
な
い
か
ら

と
い
っ
て
安
心
す
る
こ
と
は
禁

物
で
す
！

※
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

　

jm
a/kishou/know

/tokubetsu

　

-keiho/index.htm
l

気
象
庁
神
戸
海
洋
気
象
台
業
務
課

☎
0
7
8

－

2
2
2

－

8
9
0
7

《気象庁の発表する特別警報イメージ》
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防
災
行
政
無
線
に
よ
る

緊
急
情
報
の
全
国
一
斉
伝
達
試
験
を

実
施
し
ま
す
！（
豊
岡
市
全
域
）

　

市
で
は
、
地
震
･
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

（
※
注
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
、
皆
さ
ん
に
確

実
に
伝
え
る
た
め
、
情
報
伝
達
試

験
を
行
い
ま
す
。

【
試
験
内
容
】

▽
実
施
日
時

　

９
月
11
日（
水
）

・
午
前
11
時
ご
ろ

・
午
前
11
時
30
分
ご
ろ

　

の
２
回

　

市
で
は
、
新
庁
舎
へ
の
事
務
所

移
転
に
あ
わ
せ
て
、
防
災
行
政
無

線
放
送
シ
ス
テ
ム
の
移
転
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
防
災
行
政
無
線
放

送
を
次
の
と
お
り
休
止
し
ま
す
。

1　

放
送
休
止
日
時　

8
月
31
日

（
土
）正
午
〜
9
月
4
日（
水
）午
後

5
時

※
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、
日
程
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

2　

対
象
地
域　

豊
岡
地
域
、
竹

野
地
域
、
但
東
地
域

3　

放
送
を
休
止
す
る
も
の

①
災
害
な
ど（
火
災
・
台
風
・
地
震
・

行
方
不
明
な
ど
）の
緊
急
放
送

②
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
J

ア
ラ
ー
ト
」情
報〔
国
民
保
護
情

報
･
緊
急
地
震
速
報（
推
定
震

度
5
弱
以
上
）な
ど
〕

③
行
政
情
報
定
時
放
送〔
9
月
3

日（
火
）放
送
分
〕

④
午
後
6
時
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ

ャ
イ
ム
放
送

⑤
地
区
遠
隔
制
御
装
置
を
設
置
し

て
い
る
市
内
小
･
中
学
校
、
地

区
公
民
館
、
各
区
か
ら
の
放
送

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
な
ど
、

皆
さ
ん
に
緊
急
情
報
の
伝
達
が
必

要
な
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
･
ラ

ジ
オ
･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、

積
極
的
に
気
象
･
防
災
情
報
を
取

得
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト（
登
録

制
メ
ー
ル
）

　

市
か
ら
の
防
災
情
報
を
メ
ー
ル

で
届
け
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://bosai.net/toyooka/

※
メ
ー
ル
の
受
信
・
サ
イ
ト
閲
覧

に
は
、
各
携

帯
会
社
通
信

料
が
掛
か
り

ま
す
。

　

災
害
時
の
避

難
情
報
な
ど
は
外
国
語
で
も
配
信

し
ま
す（
要
登
録
）。

⑵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.city.toyooka.

lg.jp/
　

災
害
発
生
時
は
、
避
難
情
報
･

道
路
情
報
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

⑶
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
N
T
T
ド

コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、a
u
）

　

携
帯
電
話
会
社
の
規
定
に
基
づ

く
項
目（
避
難
準
備
情
報
･
避
難

勧
告
･
避
難
指
示
な
ど
）は
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

⑷
防
災
情
報
フ
ァ
ッ
ク
ス
提
供
シ

ス
テ
ム

　

情
報
提
供
を
希
望
す
る
区
、
聴

覚
障
害
の
あ
る
方
へ
は
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
登
録
必
要
）。

そ
の
他

⑴
国
土
交
通
省「
川
の
防
災
情
報
」

　

国
土
交
通
省
が
管
轄
す
る
河
川

情
報（
水
位
･
水
防
警
報
）な
ど
の

情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

　

http://w
w
w
.river.go.jp/

・
携
帯
電
話
用

　

http://i.river.go.jp/

⑵
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所「
円
山

川
防
災
情
報
」

　

携
帯
電
話
で「
防
災
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
」の
登
録
を
行
う
と
、

災
害
時
の
円
山
川
の
水
位
･
雨
量

や
警
報
･
注
意
報
発
表
時
に
、
防

災
情
報
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

　

http://m
aruyam

ar9-bosai.
go.jp/

《
問
合
せ
》防
災
課
☎
23

－１
１
１
１

　

緊
急
時
の
正
常
動
作
を
確
認

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

※
豊
岡
市
以
外
で
も
、
全
国
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
伝

達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
災
害
な
ど
の
発
生
で
、
試
験
を

延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
※
注
）地
震・津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、人
工
衛
星

な
ど
を
通
じ
、国
か
ら
市
区
町

村
に
瞬
時
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム

《
問
合
せ
》防
災
課
☎
23

－１
１
１
１

情報伝達手段 内容（予定）

防災行政無線
による試験放送

　各家庭などの戸別受信機と屋外拡声
器から、最大音量で次の内容が一斉に
放送されます。※始まりのチャイムは
鳴りません
【放送内容】
　「これは、試験放送です｣（３回）
＋「こちらは、ぼうさいとよおかしです」
＋　防災行政無線チャイム音

防
災
行
政
無
線
放
送
を
休
止
し
ま
す

〔
豊
岡
･
竹
野
･
但
東
地
域
〕

　

8
月
31
日（
土
）正
午
〜
9
月
4
日（
水
）午
後
5
時

災
害
情
報
な
ど
の
提
供
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豊
岡
市
で
も
、
毎
年
、
か
け
が

え
の
な
い
命
が「
自
殺
」と
い
う
形

で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
多
く
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
問
題
を
ひ
と
り
で
抱
え
る

う
ち
に
、
心
理
的
に「
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
」で
す
。

　
あ
な
た
の
身
近
に
、
悩
み
や
問

題
を
抱
え
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た

め
に
大
切
な
の
は「
気
づ
く
」「
つ

な
ぐ
」「
見
守
る
」こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
悩
ん
で
い
る
方

に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話
を

聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
を『
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
』と
呼
び
ま
す
。
特

別
な
資
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

1
気
づ
く　

　
ま
ず
は
声
を
掛
け
よ
う

　
〜「
ど
う
し
た
の
？
」か
ら
始
め

ま
し
ょ
う

2
傾
聴　

　
本
人
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
よ
う

　
〜
ポ
イ
ン
ト
は「
受
容
」と「
共
感
」

　
旧
港
東
幼
稚
園（
気
比
）を
増
築

し
た「
港
認
定
こ
ど
も
園
」の
新
園

舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　「
港
認
定
こ
ど
も
園
」は
、
今
年

4
月
か
ら
旧
港
西
幼
稚
園（
瀬
戸
）

と
旧
港
保
育
園（
瀬
戸
）を
仮
園
舎

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

7
月
16
日
に
、
新
園
舎
に
移
転
し

ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課

　
☎
29

0
0
5
3

　
年
を
重
ね
て
も
生
き
生
き
と
暮

ら
す
た
め
に
は
、
足
腰
の
衰
え
を

防
ぎ
、
し
っ
か
り
か
ん
で
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
か
ら
だ
を
ま
る
ご
と
元
気
に
す

る
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象

　
一
般
の
成
人
や
高
齢
者

で
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
方

▽
内
容

　
健
康
講
話
、
運
動
実
技
、

体
力
測
定
、
お
口
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
、
調
理
実
習
な
ど

▽
参
加
費

　
5
0
0
円（
6
回
分
）

▽
定
員

　
各
会
場
先
着
10
〜
20
人

▽
募
集
期
間

　
9
月
2
日（
月
）〜

20
日（
金
）

※
会
場
・
日
程
は
、
下
記
の
表
か

ら
希
望
の
会
場
を
1
つ
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》健
康
増
進
課

　
☎
24

1
1
2
7
FAX
　24

9
6
0
5

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
自
身

の
こ
と
や
家
族
の
こ
と
、
ま
ず
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

☆
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
9
月
・

11
月
・
1
月
・
3
月
実
施
）

　
応
談
者

　
精
神
科
医
師

☆
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
毎
月
実
施
）

　
応
談
者

　
保
健
師
・
臨
床
心
理
士

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　
☎
24

1
1
2
7

港
認
定
こ
ど
も
園

新
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た

か
ら
だ
ま
る
ご
と
元
気
塾

9
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
！

「
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
　

　
　
〜
気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
見
守
る
〜
」“気づく・つなぐ・見守る”ことの大

切さ、相談先の周知に、市内を走
る全但バスに車外広告を掲載！

走ってます！！

内容
会場

介護予防とは
体力測定・運動

口腔機能テスト
栄養バランスの話

口腔ケアの話
調理実習

お口の体操
調理実習

継続の効果
運動

口腔機能テスト
まとめ

豊岡 10月８日（火） 11月12日（火） 12月17日（火） １月14日（火） ２月４日（火） ３月11日（火）
城崎 10月28日（月） 11月25日（月） 12月16日（月） １月27日（月） ２月24日（月） ３月24日（月）
竹野 10月10日（木） 11月14日（木） 12月12日（木） １月９日（木） ２月13日（木） ３月13日（木）
日高 10月11日（金） 11月８日（金） 12月13日（金） １月17日（金） ２月14日（金） ３月14日（金）
出石 10月21日（月） 11月18日（月） 12月９日（月） １月20日（月） ２月17日（月） ３月17日（月）
但東 10月23日（水） 11月27日（水） 12月18日（水） １月22日（水） ２月19日（水） ３月19日（水）

〈会場〉 豊岡：豊岡健康福祉施設、城崎：城崎地区公民館、竹野：竹野南地区公民館
 日高：日高健康福祉センター、出石：出石健康福祉センター、但東：資母地区公民館

3
つ
な
ぐ

　
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
促
そ
う

4
見
守
る　

　
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と

　
〜
あ
せ
ら
ず
に
見
守
り
ま
し
ょ
う

▲園舎東側

▼園舎西側
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本
研
修
は
、
地
域
で
集
い
の
場

の
運
営
や
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
る

「
お
世
話

役
さ
ん
」

や
、
そ
の

よ
う
な
活

動
に
関
心

の
あ
る
方

を
対
象
に
、

積
極
的
な

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
知

識
・
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
と
集
い
を
楽
し
く

す
る
ワ
ザ
を
学
ん
で
、
活
動
に
活い

か
し
ま
せ
ん
か
?

▽
会
場

　
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康

福
祉
施
設
多
目
的
ホ
ー
ル

　（
立
野
町
）

▽
対
象　

①
地
域
や
仲
間
に
、
介
護
予
防
の

知
識
や
運
動
実
践
を
広
め
て
い

く
意
欲
の
あ
る
方

②
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
、
集
い
の
場
の
運
営
・

手
伝
い
を
し
て
い
る
方

①
②
と
も
、
全
2
回
の
研
修
を
受

講
で
き
る
方（
定
員
50
人
程
度
）

　
基
本
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す（
オ
プ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▽
対
象

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
市
民

①
40
歳
以
上（
平
成
26
年
3
月
31

日
現
在
）

②
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
・
日

程
で
受
診
可
能

③
職
場
な
ど
で
人
間
ド
ッ
ク
助
成

制
度
が
な
い

④
平
成
25
年
度「
す
こ
や
か
市
民

健
診
」「
個
別
健
診（
特
定
健

診
）」を
受
診
し
な
い

▽
助
成
対
象
病
院

　
豊
岡
病
院
、

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、
出
石
医

療
セ
ン
タ
ー

▽
期
間

　
10
月
〜
平
成
26
年
3
月

▽
申
込
方
法

　
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
国
保
医
療
係
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係
で
配
布
す
る

「
助
成
申
込
書（
は
が
き
）」に
記

入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

▽
申
込
期
限

　
定
員

に
達
す
る
ま
で

▽
そ
の
他

・
い
ず
れ
も
先
着
順
で
す
。

・
受
診
日
程
は
、
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

「
地
域
の
お
世
話
役
さ
ん
の
た
め
の
〝
集
い
を
楽
し
く
す
る
〞
研
修
」

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
度　

公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
病
院（
豊
岡
・
日
高
・
出
石
）で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
希
望
者 

二
次
募
集

▽
受
講
料

　
無
料

▽
申
込
期
限

　
9
月
13
日（
金
）

▽
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァッ

ク
ス

《
申
込
み
・
問
合
せ
》健
康
増
進
課

　
☎
24

1
1
2
7
FAX
　24

9
6
0
5

《日程および内容》
日程 内容

第１回 10月２日（水）13：30～16：00

・講話「健康長寿をめざそう～仲間づくり、運動
継続のワザ～」

・体操を習得しよう!「とよおかおさんぽプラン、
歩キング体操」など

第２回 10月30日（水）13：30～16：00

・レクリエーション実技「会を盛り上げるレクリ
エーションの達人になろう」

・体操を習得しよう!「とよおかおさんぽプラン、
歩キング体操」など

《助成内容》

医療機関 種別 定員 基本料金 加入している
保険の種類 市助成額 自己負担額

豊岡病院 日帰り 40人 40,500円
豊岡市国保
・後期高齢者 18,000円 22,500円

その他保険 10,000円 30,500円

日高医療
センター

日帰り 30人 36,750円
豊岡市国保
・後期高齢者 18,000円 18,750円

その他保険 10,000円 26,750円

１日 20人 45,150円
豊岡市国保
・後期高齢者 22,000円 23,150円

その他保険 12,000円 33,150円

１泊２日 20人 61,950円
豊岡市国保
・後期高齢者 30,000円 31,950円

その他保険 15,000円 46,950円

出石医療
センター 日帰り 30人 40,000円

豊岡市国保
・後期高齢者 18,000円 22,000円

その他保険 10,000円 30,000円

※受診料金は、変更される場合があります。
※各病院のオプション検査の種類・料金は、「人間ドック受診のしおり」をご覧ください。

※
日
程
は
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

保
健
医
療
政
策
係（
〒
6
6
8

　
0
0
4
6
立
野
町
12

12
）

　
☎
24

1
1
2
7
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　近畿最古の芝居小屋、出石永楽館（出石町柳）で
開催する「永楽館歌舞伎公演」の演目と出演俳優が
決まりました。
　今年は、松竹（株）演出家の水口一夫さんによる
新作歌舞伎と、早替りが見どころの躍動感あふれ
る舞踊の２演目を上演します。
一　伽

が
羅
ら
紗
しゃ
（水口一夫　脚本・演出）

　戦国時代、キリシタンとし
て波乱に満ちた生涯を生きた
女性、細川ガラシャが時代に
翻弄されながらも、命がけで
信仰と家族愛を貫いた姿を描
き出した新作歌舞伎です。
二　お目見得　口上
　出演する幹部俳優がご挨拶を申しあげます。
三　四変化　弥生の花浅草祭（戸崎四郎　補

ほ
綴
てつ
）

　天保３年（1832）、江戸中村座で初演された、浅

草神社の「三社祭」の山
だ
車
し
の屋台に飾られた人形を

モチーフにした変化舞踊です。
　音楽がさまざまに変化し、全く異なる役を次々
と早替りで踊り分け、躍動感に溢れています。
公　演　日　11月５日（火）～10日（日）
開演時間　第１部…午前11時30分
　　　　　第２部…午後４時
※７日（木）・10日（日）は、第１部のみ
出　　演　片岡愛之助さん、上村吉弥さん、
　　　　　中村壱太郎さん  ほか
料　　金　１万円（全席指定）
チケット販売　９月８日（日）午前９時30分～・出

石永楽館（木曜日休館）
※９月８日（日）午後２時以降は電話申込みも可
※９月９日（月）以降は市内プレイガイドでも販売
問　合　せ　出石永楽館☎52-5300または出石支所総

務係☎21-9025

「第6回永楽館歌舞伎」演目・出演俳優決定！

　
地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
で
取
り
組
む
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
に
つ
い
て
、
第
二
期
社
会
実
験
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

　

第
二
期
社
会
実
験
ス
タ
ー
ト
の

3
カ
月
間
の
利
用
実
績
で
は
、
直

前
の
3
月
と
比
較
す
る
と
、

①
高
校
生
・
通
勤
定
期
は
大
幅
に

伸
び
た

②
小
学
校
統
廃
合
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
利
用
が
皆
増
し
た

　

な
ど
の
理
由
で
大
幅
に
増
え
て

い
る
も
の
の
、
目
標
に
対
し
て
は

約
83
パ
ー
セ
ン
ト
の
達
成
率
で
す
。

　

目
標
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
伸
ば

す
に
は
、

◆
高
校
生
・
通
勤
定
期
利
用
を
さ

ら
に
拡
大
す
る

　

こ
と
に
加
え
て
、
普
段
マ
イ

カ
ー
を
使
う
方
も
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
な
ど
の
機
会
に「
月

に
1
回
は
必
ず
使
う
」な

ど
、
地
域
挙
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
社
会
実
験
は
、大
幅
な「
利

用
者
負
担
の
軽
減
」と「
利
便
性
の

向
上
」が
、
路
線
バ
ス
の
維
持
活

性
化
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
利
用
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

4

｜

6
月
の
利
用
実
績

い
ろ
い
ろ
な
利
用
方
法
で

社
会
実
験
に
参
加
を
！

利
用
促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
！

〜
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

▲「キャンペーン」の様子

〈
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○
通
学
・
通
勤
エ
ク
ス
プ
レ
ス
便
の

土
曜
日
増
発

　
　

午
前
7
時
台
の
J
R
豊
岡
駅

方
面
電
車
に
接
続
す
る
エ
ク
ス

プ
レ
ス
便
を
、
土
曜
日
に
増
発

○
通
院
・
買
物
に
便
利
な

「
ぼ
ち
ぼ
ち
便
」

　
　

沿
線
地
区
を
よ
り
細
か
く
回

り
、
通
院
や
買
物
に
出
掛
け
る

高
齢
者
の
方
に
便
利
な「
ぼ
ち
ぼ

ち
便
」（
1
日
1
往
復
）を
設
定

　

さ
ら
な
る
利
用
促
進
の
た
め
、

地
元
区
関
係
者
、
市
職
員
、
全
但

バ
ス
職
員
の
三
者
で
、
日
高
町
祢

布
交
差
点
お
よ
び
J
R
江
原
駅
で
、

地
域
の
方
々
に
対
し
、
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
、
利
用
促
進
の
P
R

を
し
ま
し
た
。

○
実
施
日　

5
月
28
日（
火
）

H25.3

10,000
9,000
8,000
7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0 H25.4

6,851人 8,990人

H25.5 H25.6

高校生・通勤定期 西中学校定期
清滝小定期 現金・回数券
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江
戸
時
代
中
ご
ろ
に
、
庶
民
の

知
恵
か
ら
生
ま
れ
た「
裂
織
」。

　

裂
織
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、

透
明
感
の
あ
る
新
し
い
裂
織
作
品

を
発
表
し
続
け
、
多
く
の
方
々
を

魅
了
す
る
公
文
知
洋
子
さ
ん
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
伝
統
工
芸
と

現
代
芸
術
が
融
合
し
た
新
感
覚
の

ア
ー
ト
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
会
期　

8
月
31
日（
土
）〜
10
月

1
日（
火
）※
水
曜
日
休
館

▽
会
場　

伊
藤
清
永
美
術
館

▽
開
館
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時（
入
館
は
4
時
30
分

ま
で
）

▽
入
館
料　

①
一
般
6
0
0
円

　
（
5
0
0
円
）、
②
高
校
・
大

学
生
4
0
0
円（
3
0
0
円
）、

③
65
歳
以
上
・
身
体
障
害
者

3
0
0
円（
2
0
0
円
）、④
小
・

◆
一
般
の
部

未
だ
乗
れ
る
廃
車
処
分
は
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
城
嶽
竹
弘
）

も
っ
た
い
な
い
捨
て
ず
に
工
夫
で

甦
る　
　
　
　
　
（
城
嶽
ち
か
子
）

エ
コ
バ
ッ
グ
ご
近
所
さ
ん
に
配
る

母　
　
　
　
　
　
（
ザ
・
落
花
生
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
お
言
葉
い
た

み
い
る　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
見
直
し
た
い
い
い

言
葉　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

始
末
し
て
も
っ
た
い
な
い
で
建
て

た
家　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
ゆ
う
）

も
っ
た
い
な
い
私
の
古
着
母
着
て

る　
　
　
　
　
　
　
（
河
野
淳
子
）

残
さ
ず
に
作
り
過
ぎ
ず
に
ダ
イ

エ
ッ
ト　
　
　
　
（
古
賀
由
美
子
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

エ
コ
バ
ッ
グ
た
く
さ
ん
買
っ
て
ム

ダ
バ
ッ
グ　
　
　
　
　
（
小
西
愛
）

出
し
っ
ぱ
な
し
き
れ
い
な
水
も
た

だ
の
水　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

ゴ
ミ
拾
い
未
来
を
救
い
君
を
救
う

　
　
　
　
　
　
　
（
に
ゃ
ん
れ
ん
）

割
引
き
に
ひ
か
れ
て
買
い
す
ぎ
ム

ダ
の
山　
　
　
　
　
　
（
き
な
子
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･

敬
称
略
）

中
学
生
2
0
0
円（
1
0
0
円
）

※（　

）内
は
団
体
〔
10
人
以
上
〕

※
④
は
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
で

無
料

※
②
③
は
証
明
書
な
ど
を
提
示

《
問
合
せ
》
伊
藤
清
永
美
術
館

　

☎
52

5
4
5
6

○
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
裂
織
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
日
時　

9
月
7
日（
土
）午
後
1

時
〜
3
時
30
分

▽
内
容　

公
文
さ
ん
の
直
接
指
導

の
も
と
、
裂
織
の
小
作
品
を
作

る（
約
1
5
0
分
）

▽
定
員　

13
人

▽
参
加
費　

3
0
0
0
円（
材
料

費
込
）

※
事
前
申
込
み
が
必
要

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
伊
藤
清
永

美
術
館
☎
52

5
4
5
6

◆P

ピ

ア

マ

リ

ア

IA
M
A
R
IA

来
日
公
演

▽
日
時　

9
月
29
日（
日
）午
後
2

時
〜

　

ス
イ
ス
人
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
トPIA

M
A
RIA

が
特
別
展

に
合
わ
せ
て
来
日
公
演
。
今
回
の

タ
イ
ト
ル
は
〝Z

ツ
ヴ
ァ
イ

w
ei/

ふ
た
つ
〞。

　

公
文
さ
ん
の
作
品
群
の
中
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
。

　
公く

文も
ん

知ち

洋よ

子こ

の
裂さ

き

織お
り

の
世
界
展

　
　
　
　
進
化
す
る
裂
織
―S

A
K
IO
R
I

　Evolution

―

　

家
庭
は
、
全
て
の
教
育
の
出
発

点
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
家
庭
生
活
の
中
で
、

信
頼
や
思
い
や
り
、
愛
情
を
も
っ

た
温
か
い
関
わ
り
や
体
験
を
通
し

て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
社
会
性

を
も
っ
た
自
立
す
る
子
ど
も
へ
と

成
長
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
家

庭
の
中
で
、
子
ど

も
が
愛
さ
れ
て
い

る
と
実
感
で
き
る

保
護
者
と
の
関
わ
り
や
、「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」な
ど
の
基

本
的
生
活
習
慣
を
確
立
し
、
生
活

リ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
、
子
育
て

の
責
任
を
果
た
す
中
で
、「
家
庭
で

し
つ
け
、
学
校
で
学
び
、
地
域
で

育
て
る
」と
い
う
教
育
本
来
の
姿

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」の
目
標

▽
1
日
1
回
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
は
ん
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。

▽
学
校
や
友
だ
ち
の
こ

と
な
ど
、
子
ど
も
の

話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
か
ら
一
部
の
業
務
を
除
き
、

新
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。「
と
よ

お
か
家
族
の
月
間
」期
間
中
、
普

段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
市
長
室

な
ど
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

家
族
そ

ろ
っ
て
参

加
し
て
く

だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
19
日（
土
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

○
場
所　

市
役
所
新
庁
舎

○
内
容　

市
長
室
・
議
長
室
・
議

場
・
地
下
免
振
ピ
ッ
ト
な
ど
の

見
学
、
7
階
会
議

室
か
ら
の
市
街
地

眺
望
、
工
事
概
要

の
説
明
な
ど

※
業
務
の
都
合
で
、

一
部
見
学
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
定
員　

10
家
族

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
申
込
方
法　

電
話

○
申
込
期
限　

9
月
18
日（
水
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
涯
学
習

課
☎
23

0
3
4
1

10
月
8
日
は
…「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」④

と　
　
　

 

よ
う
か

「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」関
連
事
業

〜「
豊
岡
市
役
所
新
庁
舎
見
学
会
」

を
実
施
し
ま
す
〜
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市
内
の
か
ば
ん
メ
ー
カ
ー
16
社

で
組
織
す
る
豊
岡
市
鞄
縫
製
者

育
成
組
合
が「
豊
岡
鞄
縫
製
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」（
元
町
）

を
設
置
し
、
9
月
か
ら
縫
製
者
の

育
成
を
開
始
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
は
、

雇
用
の
安
定
と
、
地
域
経
済
の
活

性
化
で
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
か
ば
ん
の
縫

製
技
術
を
身
に
付
け
れ
ば
、
か
ば

ん
メ
ー
カ
ー
で
の
継
続
的
な
雇
用

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
か
ば

ん
メ
ー
カ
ー
が
各
社
の
即
戦
力
と

な
る
縫
製
者
を
共
同
で
育
成
す
る

こ
と
で
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

か
ば
ん
産
業
の
技
術
・
生
産
力
な

ど
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
熟
練
の
職

人
が
、
か
ば
ん
作
り
の
全
工
程
を
、

初
心
者
向
け
に
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事
業

（
厚
生
労
働
省
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
）で
、
受
講
期
間
中

に
給
料
が
支
給
さ
れ
ま
す（
時
給

7
5
0
円
）。

　

同
組
合
代
表
の
木
和
田
智
成
さ

ん
は「
未
経
験
者
で
も
安
心
し
て

応
募
し
て
ほ
し
い
。
特
に
、
も
の

づ
く
り
が
好
き
な
方
は
大
歓
迎
。

将
来
は
豊
岡
の
か
ば
ん
産
業
を
け

ん
引
す
る
人
材
と
し
て
、
市
内
企

業
で
働
い
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
」と
語
り
ま
し
た
。

豊
岡
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
概
要

○
受
講
対
象
者　

失
業
者
ま
た
は

非
正
規
労
働
者（
経
験
不
問
）

○
受
講
期
間　

3
カ
月
間（
技
能

訓
練
2
カ
月
+
企
業
で
の
実
地

研
修
1
カ
月
）

○
日
程　

・
第
1
期

‥

9
月
〜
11

月（
募
集
終
了
）・
第
2
期（
予

定
）‥

12
月
〜
平
成
26
年
3
月

（
10
月
受
講
者
募
集
開
始
）

※
見
学
可（
要
申
込
み
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
豊
岡
市
鞄

縫
製
者
育
成
組
合

　

☎
26

7
3
0
0

「
豊
岡
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」が

開
校
し
ま
す

毎
月
第
2
水
曜
日
は

　

豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　

第
12
回
は
9
月
11
日（
水
）

　

市
で
は
、
環
境
行
動
の
成
果
が
形
と
な
っ
て
表
れ
、
実
感
で
き
る
仕
組

み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
抽
選
会
や
賞
品
な
ど
の

情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
環
境
経
済
課
☎
23

4
4
8
0

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

　
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
⑪

エ
コ
ポ
イ
ン
ト　

ト
ピ
ッ
ク
ス
⑧

《
エ
コ
で
お
ト
ク

　
　
　
　
　
「
う
ち
エ
コ
診
断
」！
》

　
「
う
ち
エ
コ
診
断
」を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

皆
さ
ん
が
、
普
段
、
何
げ
な
く

使
っ
て
い
る
光
熱
水
費
な
ど
を
、

見
直
そ
う
と
い
う
取
組
み
で
、
全

国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
簡
単
な
調
査
票
を
事
前

に
記
入
し
、
後
日
、
専
門
の
診
断

員
が
自
宅
や
職
場
で
診
断
し
ま
す
。

診
断
は
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ソ
フ
ト
を

使
い「
省
エ
ネ
度
は
何
位
？
」「
省

エ
ネ
で
で
き
そ
う
な
対
策
は
？
」

「
年
間
で
い
く
ら
お
得
に
な
る
？
」

な
ど
、
画
面
を
見
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

　

受
診
料
は
無
料
。
診
断
時
間
は

50
分
程
度
で
す
。

　

こ
の「
う
ち
エ
コ
診
断
」を
受
診

さ
れ
た
方
に
は
、
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
10
ポ
イ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
の

で
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
や

地
域
、
グ
ル
ー
プ
で
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

7
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

14
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

3
人

・
参
加
総
数

：

1
5
8
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
削
減

量

：

約
3
6
6
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

1
5
8
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡

－

東
京
間
1
往
復
の
距
離
）

※
C
O
2
排
出
削
減
効
果
は
、〔
燃

料
節
減
量（
リ
ッ
ト
ル
）×
ガ

ソ
リ
ン
C
O
2
排
出
係
数（
1

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
2
・
32
キ

ロ
グ
ラ
ム

－

C
O
2
）と
仮
定

※
燃
料
節
減
量
は
、
前
提
条
件
を

ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
仮
定

※
自
粛
し
た
距
離
は
1
人
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
仮
定

◆
第
2
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す（
9

月
ま
で
）。
事
業
所
の
方
も
個

人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

《
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
中
！
》

　

今
年
の
暑
い
夏
に
、
朝
顔
や

ゴ
ー
ヤ
な
ど
の「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

に
取
り
組
ん
だ
方
は
、
ぜ
ひ
、「
緑

の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
さ
れ
た
個
人
に
は
市
民
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
10
ポ
イ
ン
ト
、
事

業
所
に
は
企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

2
5
0
0
ポ
イ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
優
秀
な
作
品
に
は
、
表

彰
状
と
副
賞
が
あ
り
ま
す
。
専
用

の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
写
真
を

添
え
て
9
月
18
日（
水
）ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

豊岡市エコハウス（城崎町今津）
でも取り組んでいます！

センターでのトレーニングの様
子（イメージ）
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拡
大
に
協
力
す
る
た
め
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
の
米
粉
」を
使
用

し
た
製
品
を
開
発
し
ま
し
た
。

̶

商
品
の
特
徴
は
？

　

全
て
を
手
作
り
で
製
造
し
て
い

ま
す
。
そ
の
日
に
よ
り
微
妙
に
形

が
違
う
の
が
手
作
り
の
面
白
さ
で

す
。
味
は
プ
レ
ー
ン
と
抹
茶
、
コ

コ
ア
の
3
種
類（
小
麦
粉
は
プ
レ

ー
ン
の
み
）、
原
料
は
小
麦
粉
と

米
粉
の
2
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
。

小
麦
粉
と
米
粉
で
は
、
食
感
が
違

い
、
小
麦
粉
は
ふ
ん
わ
り
、
米
粉

は
も
っ
ち
り
と
し
て
い
ま
す
。

̶

商
品
開
発
の
き
っ
か
け
は
？

　

と
よ
お
か
福
祉
会
で
は
、
障
害

の
あ
る
方
に
作
業
を
し
て
も
ら
い
、

工
賃
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
カ
ス
テ
ラ
づ
く
り
は
、
少
し

で
も
、
施
設
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
よ
う
と
始
め
ま
し
た
。

　

商
品
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
宣
伝
効

果
や
、
親
し
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
コ
ー
ち
ゃ
ん
」に

し
ま
し
た
。

　

最
初
は
小
麦
粉
を
使
用
し
た
商

品
の
み
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、

環
境
を
よ
り
良
く
す
る
取
組
み
の

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

社
会
福
祉
法
人
と
よ
お
か
福
祉
会（
山
王
町
）

̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
米
粉
で
ミ
ニ
カ
ス
テ
ラ
を
製
造

̶

企業紹介

　

ま
た
、と
よ
お
か
作
業
所  

郷
・

と
ー
ぷ（
若
松
町
3
―
14
）で
は
、

〝
焼
き
た
て
〞
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
冷
め
て
も
お
い
し
い
で
す
が
、

や
は
り
焼
き
た
て
の
味
は
格
別
で

す
。

̶

米
粉
の
ミ
ニ
カ
ス
テ
ラ
の
価
格

は
？

　

店
頭
売
り
の
商
品
が
1
0
0
円

（
6
個
入
）、
土
産
用
と
し
て
包
装

し
た
日
持
ち
す
る
商
品
が
2
0
0

円（
7
個
入
）と
5
0
0
円（
18
個

入
）で
す
。
一
つ
一
つ
手
作
り
で

焼
き
上
げ
る
の
で
、
一
度
に
多
く

を
作
れ
ま
せ
ん
が
、
大
口
の
注
文

に
も
対
応
し
て
い
る
の
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

̶

ど
こ
で
販
売
し
て
い
ま
す
か
？

　

と
よ
お
か
作
業
所  

郷
・
と
ー

ぷ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
、
じ
ば
さ

ん
但
馬
、
城
崎
の
お
み
や
げ
物
屋

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

̶

今
後
に
向
け
た
取
組
み
は
？

　

ま
だ
、
こ
の
商
品
に
つ
い
て
知

ら
な
い
市
民
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出

店
し
、
焼
き
た
て
の
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
て
も
ら
い
、
宣
伝
し
て

い
き
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
24

1
5
7
0

▲手作りで製造

▲コーちゃんのミニカステラ

○34

　

事
業
承
継
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
え
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
？

　

一
般
的
に
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
の

場
合
、
社
長
を
退
い
て
後
継
者
に

経
営
を
譲
っ
た
後
で
も
、
会
長
な

ど
に
残
っ
て
経
営
に
当
た
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
現
経
営
者
が
長
く

居
座
れ
ば
居
座
る
ほ
ど
、
残
さ
れ

た
後
継
者
に
と
っ
て
、
事
業
承
継

後
の
経
営
の
か
じ
取
り
が
遅
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
い

き
な
り
現
経
営
者
が
引
退
す
る
と
、

後
継
者
に
突
然
大
き

な
責
任
が
掛
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
現
経
営
者
が
早
め
に

後
継
者
を
指
名
し
、
後
継
者
と
共

に
数
年
間
は
併
走
し
な
が
ら
、
二

人
三
脚
で
権
限
委
譲
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
指
揮
命
令
系

統
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
す
。
役

割
分
担
を
無
視
し
、
社
員
の
面
前

で
後
継
者
に
注
意
し
た
り
、
異
な

る
意
見
を
述
べ
る
と
、
組
織
を
混

乱
さ
せ
、
社
員
も
統
一
的
に
動
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

誰
よ
り
も
会
社
の
こ
と
を
大

切
に
思
っ
て
い
る
現
経
営
者
に
と
っ

て
、
後
継
者
へ
の
権
限
委
譲
は
つ

ら
い
決
断
で
す
。
し
か
し
、
自
ら

が
社
長
で
あ
っ
た
時
よ
り
も
、
会

社
が
成
長
し
て
い
る
状
況
を
つ
く

り
、
自
身
を
越
え
た
後
継
者
を
育

て
る
こ
と
が
、
現
経
営
者
に
と
っ

て
最
後
の
、
そ
し
て
最
大
の
仕
事

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」で
は
、
事
業
承
継
の

手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、
豊
岡
市

の
中
小
企
業
経
営
者
・
後
継
者
・

社
員
・
家
族
が
幸
せ
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
承
継
問
題
に
悩
ん
で
い
る

方
が
い
た
ら
、
ま
ず
は「
豊
岡
市

事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑤

　
　
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ



　

市
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
八

重
の
桜
」が
縁
で
、
会
津
若
松
市

と
交
流
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

中
貝
市
長
や
但
馬
國
出
石
観
光

協
会
な
ど
が
同
市
を
訪
問
し
た
り
、

會
津
藩
校「
日
新
館
」館
長
が
本
市

で
講
演
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。

　

7
月
19
日
、
同
市
の
室
井
照
平

市
長
が
来
訪
し
、
川
崎
尚
之
助
生

誕
の
地「
出
石
」の
願
成
寺
や
出
石

　

市
は
、北
但
大
震
災
復
興
建
築
物

で
あ
る
旧
本
庁
舎
の
1・3
階
を
市

民
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
と
し
、そ

の
名
称
を「
豊
岡
稽
古
堂
」と
し
ま

し
た
。「
稽
古
」に
は
、い
に
し
え
に

学
ぶ
と
い
う
意
が
あ
り
、歴
史
を
引

き
継
ぐ
建
物
に
ふ
さ
わ
し
い
名
で
す
。

　

７
月
26
日
、
豊
岡
藩
藩
主
家
の

現
当
主
京
極
高
晴
さ
ん
か
ら
、
豊

岡
藩
藩
校「
稽
古
堂
」に
由
来
す
る

二
つ
の
扁へ
ん

額が
く「
稽
古
堂
」と「
稽
古

堂
記
」の
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

京
極
さ
ん
は
、「
市
長
は
、
教
育

以
外
で
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
考

え
を
お
持
ち
で
あ
り
、
寄
付
し
よ

永
楽
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

う
と
思
っ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

額
は
、
豊
岡
稽
古
堂
へ
掲
示
す

る
な
ど
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
」は
、
平
成
21
年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
実
施
し
て
き

た
5
年
の
間
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ

が
市
長
と
楽
し
く
語
ら
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
7
月
22
日
か
ら
8
月

6
日
ま
で
の
間
に
6
会
場
で
開
催

し
、
17
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

看
護
師
と
し
て
の
将
来
の
夢
を

熱
く
語
る
高
校
生
。
子
育
て
支
援

の
お
手
伝
い
を
す
る
お
母
さ
ん
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
。

後
継
者
の
育
つ
安
定
し
た
農
業
経

営
を
目
指
し
て
奮
闘
す
る
人
た
ち
。

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り

組
む
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
。
観
光
地

の
宿
で
頑
張
る
お
か
み
さ
ん
た
ち
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
地
域
振

興
に
生
か
す
取
組
み
を
す
る
グ

ル
ー
プ
な
ど
。

　

こ
の
よ
う
な
仲
間
が
集
ま
り
気

楽
に
話
せ
る
場
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
・
提
言
も
出
て
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
、
地
域
単
位

の
懇
談
会
な
ど
で
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、

少
人
数
の
気
軽
な
話
し
合
い
の
場

を
作
り
、「
対
話
と
共
感
」の
市
政

を
推
進
し
ま
す
。

〜
仲
間
と
一
緒
に
市
長
を
囲
ん
で
〜

中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
７
月
】

16
日
・
港
認
定
こ
ど
も
園
新
園
舎

完
成

17
日
・
豊
岡
高
等
学
校
企
業
見
学

会（
25
日
・
豊
岡
総
合
高

等
学
校
）

19
日
・
会
津
若
松
市
長
来
訪

　
　

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー（
〜
12
月
26
日
）

20
日
・
三
江
小
学
校
人
工
巣
塔
で

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
巣
立

ち（
野
外
で
の
今
季
最
後

の
巣
立
ち
）

22
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク（
23
・
26
日
、
8
月

5
・
６
日
）

27
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ

ェス
テ
ィ
バ
ル
，13（
〜
28
日
）

【
8
月
】

１
日
・「
永
楽
館
歌
舞
伎
」発
行

2
日
・
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2 

0
1
3（
〜
9
月
5
日
）

5
日　

世
界
一
田
め
に
な
る
学
校

in 

東
京
大
学
2
0
1
3

8
日
・
新
庁
舎
防
災
訓
練

10
日
・
こ
う
の
と
り
子
育
て
・
育

脳
講
演
会

13
日
・
新
庁
舎
開
庁
式
・
記
念
イ

ベ
ン
ト

　
　

・
豊
岡
復
興
建
築
群
見
学
ツ

ア
ー

▲夢と希望にあふれた高校生たち

▲地域を支える女性グループはと
ても元気

▲室井会津若松市長（右から２人
目）を囲んで

▲中貝市長（右）に扁額「稽古堂」を手渡す京極
高晴さん（左）

〜
川
崎
尚
之
助
が
つ
な
ぐ
交
流
〜

会
津
若
松
市
長
が
豊
岡・出
石
に
来
訪

〜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
豊
岡
稽け

い
古こ

堂ど
う

」完
成
を
祝
し
て
〜

扁
額「
稽
古
堂
」な
ど
の
寄
付
を
受
け
ま
し
た

広報とよおか　2013.8.25 10



　

私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
は
、

平
凡
に
流
れ
て
い
く
時
間
の
中
に

あ
り
ま
す
。
家
族
と
の
さ
さ
や
か

な
団
ら
ん
が
あ
り
、
友
人
と
の
た

わ
い
も
な
い
お
し
ゃ
べ
り
が
あ
り
、

仕
事
は
昨
日
も
今
日
も
あ
っ
て
、

明
日
も
続
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の

流
れ
て
い
く
時
間
が
、
も
し
豊
か

で
な
い
と
す
る
と
、
人
生
は
、
結

局
は
貧
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
人
類
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。
音
楽
、

踊
り
、絵
画
、書
、ス
ポ
ー
ツ
等
々
。

　

お
茶
会
な
ど
は
、
緑
色
の
粉
末

を
湯
に
入
れ
、
撹か
く

拌は
ん

し
て
さ
っ
さ

と
飲
め
ば
済
む
も
の
を
、
軸
を
掛

け
、
花
を
生
け
、
茶
碗
を
選
び
、

頭
を
下
げ
た
り
上
げ
た
り
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
た
り
し
て
、
や
っ
と

い
た
だ
き
ま
す（
正
座
が
苦
手
な

方
に
は
、
飲
む
た
め
の
作
法
と
い

う
よ
り
、
飲
ま
せ
て
い
た
だ
か
な

い
た
め
の「
儀
式
」の
よ
う
に
思
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。
二
度

と
帰
ら
な
い
時
間
を
惜
し
む
か
の

よ
う
に
万
事
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

１
９
５
１
年
に
豊
岡
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
赴
任
し
て
き
た
ベ
ル
ギ

ー
人
の
グ
ロ
ー
タ
ー
ス
神
父
が
、

著
書
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
新
聞
に
は
、
世
界
中
の

ど
ん
な
新
聞
に
も
出
て
い
な
い
こ

と
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
読
者

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
俳
句
と
短
歌

の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
Ａ
社
の
場

合
、
毎
週
40
、
1
年
で
2
千
、
20

年
以
上
続
い
て
い
る
か
ら
、
採
用

さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
4
万
篇
の

詩
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

他
の
新
聞
社
も
同
様
で
あ
る
。
そ

の
詩
人
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
朝
の

通
勤
電
車
に
乗
っ
て
い
る
ご
く
普

通
の
人
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
大
勢

の
詩
人
が
い
る
国
は
、
日
本
以
外

ど
こ
に
も
な
い
、
と
。

　

か
つ
て
政
策
を
訴
え
て
豊
岡
で

1
軒
1
軒
回
っ
た
と
き
、
入
る
玄

関
、
入
る
玄
関
、
立
派
か
さ
さ
や

か
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
絵
や
書
が

掛
け
ら
れ
、
お
花
が
生
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
下
駄
箱
の
上
の
牛
乳

瓶
に
1
輪
、
と
い
う
家
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
人
々
の
思
い
に
、
い
と
お

し
さ
す
ら
感
じ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

な
る
ほ
ど
。
確
か
に
日
本
は
、

「
詩
人
」の
国
で
す
。

　

出
石
永
楽
館
は
、
平
成
20
年
７

月
に
近
畿
最
古
の
芝
居
小
屋
と
し

て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

同
年
8
月
に
復
原
を
祝
う
永
楽

館
杮
落
大
歌
舞
伎
を
上
演
。
以
来

毎
年
、
歌
舞
伎
公
演
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

8
月
1
日
、
第
5
回
公
演
を
記

念
し
た
冊
子「
永
楽
館
歌
舞
伎
」を

発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
に
は
、
出
石
永
楽
館
復
原

経
緯
や
初
回
か
ら
連
続
で
座
頭
を

務
め
る
片
岡
愛
之
助
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
過
去
5
回
の
歌
舞
伎

公
演
、
出
石
永
楽
館
の
施
設
案
内

の
ほ
か
、
豊
岡
市
の
主
な
観
光
情

報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
出
石
永
楽
館
で

の
歌
舞
伎
上
演
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
本
市
の
魅
力
を

伝
え
、
観
劇
者
や
観
光
客
の
増
加

を
図
り
ま
す
。

　

8
月
5
日
、
毎
年
、
夏
休
み
に

1
日
だ
け
開
校
す
る「
世
界
一
田

め
に
な
る
学
校
」を
東
京
大
学
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
・
豊
岡
と
マ
ガ
ン
の
里
・
大
崎
、

ト
キ
の
里
・
佐
渡
の
三
つ
の
地
域

が
田
ん
ぼ
と
そ
こ
で
生
ま
れ
る
小

さ
な
命
の
大
切
さ
を
全
国
に
訴
え

る
た
め
、
平
成
22
年
か
ら
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
、
栃
木

県
小
山
市
も
参
加
し
、
そ
の
輪
は

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

授
業
は
、
東
京
大
学
大
学
院
教

授
の
鷲
谷
い
づ
み
さ
ん
を
校
長
に
、

ゲ
ス
ト
の
先
生
を
招
い
て
行
い
ま

し
た
。「
図
画
・
工
作
」の
時
間
で

は
、
田
ん
ぼ
の
大
切
さ
を
伝
え
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「Ｔ

ａ
ｍ
ｂ
ｏ
Ｍ

ａ
ｎ

」を
作
る
過
程
で
、
田
ん
ぼ

の
持
つ
多
様
な
意
味
を
考
え
た
り
、

そ
れ
を
守
る
に
は
ど
ん
な
行
動
を

す
れ
ば
良
い
の
か
を
会
場
全
体
で

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
か
ら
参
加
し
た
子
ど
も
は
、

『
私
が
考
え
る
タ
ン
ボ
マ
ン
は
、お
米

を
食
べ
る
全
て
の
人
。も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
お
米
を
食
べ
て
も

ら
い
、田
ん
ぼ
や
生
き
も
の
を
守
っ

て
ほ
し
い
』と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

〜
テ
ー
マ
は
、作
る
ゾ
！「Ｔ

タ

ン

ボ

ａ
ｍ
ｂ
ｏ
Ｍ

マ

ン
ａ
ｎ

」〜

「
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校 
in 
東
京
大
学
２
０
１
３
」を
開
催

〜
44
年
ぶ
り
の
復
原
、そ
の
後
の
歌
舞
伎
も
の
が
た
り
〜

冊
子「
永
楽
館
歌
舞
伎
」発
行

詩
人
の
国

70

▲冊子「永楽館歌舞伎」。熱い
思いと魅力が満載▲みんなで「ＴａｍｂｏＭａｎ」を作った

　

今
後
、
数
回
の
授
業
や
会
議
を

開
催
し
、
来
年
開
催
の
E
S
D
ユ

ネ
ス
コ
世
界
会
議
や
韓
国
で
の
生

物
多
様
性
条
約
第
12
回
締
約
国
会

議
な
ど
で
の
発
信
を
目
指
し
ま
す
。
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フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
・
設
計
で
、
地
域

の
ま
つ
り
を
鮮
や
か
に
演
出
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し

ま
す
。

渡わ
た

辺な
べ

嘉よ
し

人と

さ
ん（
52
歳
）但
東
町
中
山

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
、

地
域
を
盛
り
上
げ
るたんとうチューリップまつりのフラワー

アート

辺
さ
ん
。「
僕
が
撮
る
記
念
写
真
は

割
と
評
判
が
い
い
ん
で
す
よ
」と

得
意
顔
で
話
し
ま
す
。「
な
に
よ
り

も
ま
つ
り
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
一
番
。
来
場
者
の

反
応
が
良
け
れ
ば
う
れ
し
い
」。

　

ま
つ
り
が
終
わ
っ
て
も
8
月
ご

ろ
に
は
翌
年
の
球
根
を
発
注
し
始

め
る
た
め
、
余
韻
に
浸
る
間
も
な

く
、
来
年
の
構
想
を
練
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
当
年
の
ま
つ
り

の
会
場
で「
来
年
は
ど
ん
な
ア
ー

ト
に
し
よ
う
か
な
」な
ど
考
え
る

こ
と
も
。「
来
年
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー

ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
ま
だ
言
え
ま
せ

ん
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
11
月

ご
ろ
に
は
決
ま
り
、
公
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

但
東
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
が

一
番
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い

　

小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
剣
道

の
指
導
を
し
た
り
、
よ
さ
こ
い
サ

ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
振
り

付
け
を
考
え
た
り
と
地
域
活
動
に

も
積
極
的
な
渡
辺
さ
ん
。
今
後
の

抱
負
を
聞
く
と
、「
他
地
域
で
も
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
を
開
催
し
て

い
る
が
、『
や
っ
ぱ
り
但
東
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
が
一
番
』と
言

っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
し
た
ま

つ
り
に
な
る
た
め
の
一
助
に
な
れ

れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

｢玄武岩の玄さん｣デザイン

法
を
使
い
、
ま
つ
り
会
場
に
あ
る

地
上
約
8
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
展

望
台
か
ら
見
た
と
き
、
一
番
き
れ

い
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
よ
う
に
設

計
し
て
い
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

る
と
き
は
、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花

の
色
が
5
種
類
」、「
細
か
い
線
が

多
い
と
き
れ
い
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー

ト
に
な
ら
な
い
」と
い
っ
た
こ
と

に
気
を
付
け
、
で
き
る
だ
け
シ
ン

プ
ル
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が

き
っ
か
け
で
…

　

た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

り
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
が
評
判
に
な
り
、
現
在
で
は
シ

ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ
の
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
、
地
域
で
活
動
す
る
団
体
の

ロ
ゴ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
デ

ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
渡
辺
さ
ん
。

デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
は
春
か
ら
夏
に

か
け
て
集
中
し
、渡
辺
さ
ん
は「
デ

ザ
イ
ン
の
考
案
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
る
よ
り
、
楽
し
み
の
ほ

う
が
大
き
い
で
す
。
お
客
さ
ん
が

ど
う
い
う
反
応
を
す
る
の
か
…
」

と
話
し
ま
す
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
マ
ン（
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
係
）と
し
て
活
躍
す
る
渡

　

今
年
の
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
ま
つ
り
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
は

「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」で
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
の
は
地
元
で

表
具
店
を
営
む
渡
辺
嘉
人
さ
ん
で

す
。

地
域
の
た
め
に

　

渡
辺
さ
ん
は
、
約
20
年
前
、
勤

め
て
い
た
会
社
を
退
社
し
、
表
具

店
を
始
め
ま
し
た
。
表
具
店
を
営

む
傍
ら
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し

た
い
と
の
思
い
で
、
た
ん
と
う
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り（
毎
年
４
月

中
〜
下
旬
に
開
催
）の
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
約
10
年
間
、

手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
き
っ
か

け
は
、
ま
つ
り
の
実
行
委
員
長
か

ら「
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」と

依
頼
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
作
成
は
、
最
初
に
え

ん
ぴ
つ
な
ど
で
大
ま
か
な
イ
メ
ー

ジ
を
描
き
、
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ

て
く
る
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
形

に
し
て
い
き
ま
す
。
形
に
な
っ
た

も
の
を
写
真
編
集
用
の
ソ
フ
ト
で
、

遠
近
法
の
処
理
を
し
、
実
際
に
球

根
を
植
え
る
設
計
図
へ
と
仕
上
げ

ま
す
。
長
さ
60
メ
ー
ト
ル
×
幅
30

メ
ー
ト
ル
の
田
ん
ぼ
に
描
く
フ
ラ

ワ
ー
ア
ー
ト
は
、
だ
ま
し
絵
の
手

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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壁
面
芸
術｢

篆て
ん

刻こ
く｣

に
魅
せ
ら
れ
て

城
崎
篆
刻
同
好
会「
楽ら

く

葉よ
う

会か
い

」（
城
崎
）

　

書
と
彫
刻
が
融
合
し
た
芸
術
・

篆
刻
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
、
楽

葉
会
で
す
。

　

会
員
は
6
人
で
、月
に
2
回（
第

2
・
4
木
曜
日
）、
指
導
に
当
た

る
稲
葉
節
子
さ
ん（
湯
島
）の
自
宅

で
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

篆
刻
は
、
ま
ず
、
四
字
熟
語
を

選
び
、
篆
書
の
字
体
を
決
め
、
紙

に
印
稿（
印
の
イ
メ
ー
ジ
）を
書
き

ま
す
。
そ
の
後
、
印
稿
を
石
に
書

き
写
し
、
印
刀
で
字
を
彫
り
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
微
調
整
を
し
、

お
気
に
入
り
の
作
品
に
仕
上
が
れ

ば
、
額
な
ど
に
入
れ
、
飾
り
ま
す
。

　

稲
葉
さ
ん
は「
日
常
生
活
で
も
、

テ
レ
ビ
や
本
な
ど
に
出
て
く
る
四

字
熟
語
が
気
に
な
り
ま
す
。
石
を

彫
り
出
す
と
、
豪
快
な
線
や
繊
細

な
線
な
ど
、
個
性
が
出
る
の
が
魅

力
的
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
か
ら
は「
絵
画
と

違
い
、
赤
と
白
の
2
色
で
、
世
界

で
一
つ
だ
け
の
芸
術
を
表
現
で
き

る
」「
地
味
な
作
業
で
す
が
、
一
生

や
っ
て
い
け
そ
う
」と
の
声
。
楽

し
み
方
も
多
様
で
す
。

　
「
篆
刻
の
字
の
読
み
方
を
聞
か

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
芸
術
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
て

う
れ
し
い
」と
、
篆
刻
の
魅
力
を

広
め
る
た
め
に
、
同
会
で
は
、
城

崎
を
中
心
に
、
作
品
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
8
月
25
日

か
ら
9
月
16
日
ま
で
、
県
立
但
馬

ド
ー
ム（
日
高
町
名
色
）で
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
後
は
、「
も
っ
と
、
篆
刻
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も
体
験

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
自
由
な
発

想
で
篆
刻
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
は
稲
葉
さ
ん
ま
で
。

　

☎
32

－

4
2
2
0

▲｢自由に楽しむ！｣が基本の教室

　

7
月
27
日
と
28
日
、県
立
但
馬
飛
行
場（
岩
井
）で
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
，13
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

飛
行
機
が
、
斜
め
上
を
向
き
な
が
ら
横
向
き
に

飛
行
し
た
り
、
垂
直
上
昇
か
ら
空
中
で
静
止
し
、

失
速
反
転
す
る
圧
巻
の
曲
技
飛
行
や
、
真
紅
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
複
葉
機
と
青
色
の
曲
技
専
用
機
が
織
り

成
す
エ
ア
バ
ト
ル（
模
擬
空
中
戦
）な
ど
、
熟
練
の

妙
技
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
に
は
、
航
空
自
衛
隊
の
Ｆ－

15
戦

闘
機
2
機
も
参
加
し
、
轟
音
と
、
空
を
切
り
裂
く

よ
う
な
大
迫
力
の
演
技
に
、
大
勢
の
観
客
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
、日
本
･
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館（
但

東
町
中
山
）で
、
小
学
生
を
対
象
に
、
木
工
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
9
人
は
、
動

物
な
ど
の
立
体
パ
ズ
ル
の
作
成
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
Ａ
5
サ
イ
ズ
程
度
の
木
の
板
に
見
本

の
絵
を
写
し
書
き
し
、
豊
岡
総
合
高
等
学
校
の
生

徒
に
教
わ
り
な
が
ら
、
電
動
糸
の
こ
を
駆
使
し
て

図
柄
を
切
り
抜
き
ま
し
た
。
複
雑
な
図
柄
を
選
ん

だ
児
童
は
、
切
り
抜
き
に
四
苦
八
苦
！

　

切
り
口
を
紙
や
す
り
で
な
め
ら
か
に
す
る
と
、

ラ
ッ
コ
や
シ
カ
、
恐
竜
の
親
子
な
ど
が
立
体
に
な

っ
て
登
場
！
組
合
わ
せ
を
何
度
も
確
認
す
る
な
ど
、

誰
も
が
出
来
上
が
り
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

国
内
最
大
級
の
空
の
祭
典
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

，13
が
開
催

日
本
･
モ
ン
ゴ
ル
民
俗
博
物
館
体
験
教
室
　
木
工
教
室

木
の
板
に
描
い
た
動
物
が
目
の
前
に
登
場
！

▲全国各地から、貴重な飛行機が集まりました

▲切り取った図柄に仕上げのやすり掛け

広報とよおか　2013.8.2513



く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
53

　
〜
旅
行
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
〜

選
挙
の
あ
れ
こ
れ

広報とよおか　2013.8.25 14

遠
方
に
長
期
出
張
で
、
投
票
日

に
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
、

投
票
す
る
方
法
は
な
い
の
？

　

不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
投
票
が
行
え
ま
す
。

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
、
選
挙
期

間
中
、
豊
岡
市
以
外
の
市
区
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞
在
先

の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
旅
行
業
者
が
提
供
す
る

企
画
旅
行
の
内
容
は
、
旅
行
者
の

需
要
に
応
え
て
、
ま
す
ま
す
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
旅
行
内
容
の
複

雑
さ
か
ら
、
旅
行
者
と
旅
行
業
者

間
に
お
け

る
ト
ラ
ブ

ル
も
増
加

し
て
い
ま

す
。キャ

ン
セ
ル
料
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル

（
問
）　

旅
行
業
者
に
電
話
で
パ
ッ

ク
旅
行（
募
集
型
企
画
旅
行
）の

申
込
み
を
し
た
。
そ
の
後
、
申

込
書
の
送
付
も
申
込
金
の
支
払

い
も
し
な
い
う
ち
に
、
一
週
間

が
経
過
し
、
私
の
都
合
で
旅
行

の
申
込
み
を
取
り
消
し
た
。
と

こ
ろ
が
後
日
、
旅
行
業
者
か
ら

キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
請
求
書
が
送

ら
れ
て
き
た
。
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
？

（
答
）　

募
集
型
企
画
旅
行
な
ど
の

契
約
は
、「
旅
行
業
者
が
契
約
の

締
結
を
承
諾
し
、
申
込
金
を
受

理
し
た
と
き
に
成
立
す
る
」と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
則
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
、
契
約
後
に

要
件
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
す
。

契
約
成
立
時
期
の
例
外

　

申
込
金
の
受
理
な
し
に
契
約
の

成
立
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
旅
行
者

が
、
旅
行
代
金
の
支
払
い
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
引
落
決
済
を
す

る
場
合
で
す
。

　

旅
行
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
会
員
番
号
な
ど
の
必
要
事
項
を
、

旅
行
業
者
に
通
知
し
て
申
込
み
を

行
い
、
旅
行
業
者
が
承
諾
す
れ
ば

旅
行
契
約
が
成
立
し
ま
す
。
従
っ

て
、
旅
行
業
者
が
承
諾
し
た
以
降

の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
は
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
掛
か
り
ま
す
。

旅
行
契
約
の
注
意
点

○
旅
行
契
約
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
、
き
ち
ん
と
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
旅
行
契
約
を
取
り
消
す
場
合
に

は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
金
額
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
請
求
が
で
き
る
の
で
、

こ
の
事
例
の
場
合
、
旅
行
業
者

は
、
旅
行
者
に
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
旅
行
者
は
、
請
求
に
応
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旅
行
契
約
の
成
立

　

民
法
の
原
則
に
従
え
ば
、
契
約

の
成
立
は
当
事
者
双
方
が
合
意
し

た
と
き
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

旅
行
契
約
に
関
し
て
は
、
旅
行
業

約
款
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
申
込
み
を
し

た
場
合
は
、
法
的
に
旅
行
契
約
の

「
予
約
の
申
込
み
」と
取
り
扱
わ
れ
、

「
予
約
」の
段
階
で
は
、
旅
行
契
約

は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
旅
行

業
者
が
所

定
の
申
込

書
に
記
載

さ
れ
た
内

容
で
契
約

を
承
諾
し
、

申
込
金
を
受
理
し
た
と
き
に
契
約

が
成
立
し
ま
す
。

　

旅
行
契
約
に
は
募
集
型
企
画
旅

行
や
受
注
型
企
画
旅
行
、
手
配
旅

行
が
あ
り
ま
す
が
、
契
約
の
成
立

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
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⑤
不
在
者
投
票
１

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
選
挙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4

＜不在者投票の事例と方法＞

事例 方法

選挙期間中、仕事や旅行
などで豊岡市以外の市区
町村に滞在している方

滞在先の市区町村の選
挙管理委員会で投票を
行うことができます。

選挙期間中、指定施設に
入院・入所している方

指定施設で投票を行う
ことができます。

重度の障害などで、投票
所に行くことができない
方
※対象となる障害・障害
の程度などについては
問い合わせてくださ
い。

郵便で投票を行うこと
ができます。

※不在者投票を行うためには、手続きが必要です。
手続きの詳細は、広報とよおか９月25日号に掲載
する予定です。

ま
た
、
都
道
府
県
選
挙
管
理
委

員
会
が
、
不
在
者
投
票
の
た
め

に
指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
重
度
の

障
害
な
ど
で
投
票
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
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い
つ
も
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の

ほ
の
ち
ゃ
ん
。み
ん
な
を
癒
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。大
好
き
だ
よ
。

（
父 

一
也
・
母 

絵
理
、祥
雲
寺
）

伊地智穂
ほの

香
か

ちゃん
（平成23年10月28日生）

　

よ
り
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
は
幸
せ
者
だ
よ
♡
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
! !

（
父 

昌
宏
・
母 

知
美
、出
石
町
上
村
）

仲川和
より

花
か

ちゃん
（平成24年2月15日生）

　

希
空
1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♡
毎
日
、パ
パ
と
マ
マ
を
笑
顔
に

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

（
父 

喬
道
・
母 

美
和
、江
本
）

信部希
の

空
あ

ちゃん
（平成24年3月30日生）

　

お
外
が
大
好
き
で
、す
ぐ
ど
こ
か

へ
行
っ
て
大
変
だ
け
れ
ど
、そ
の
笑

顔
で
癒
さ
れ
て
ま
す
♡

（
父 

孝
志
・
母 

直
子
、森
尾
）

岡田朋
とも

樹
き

ちゃん
（平成23年5月24日生）

　

お
て
ん
ば
娘
さ
ん
♡
い
つ
も
陽
咲

の
笑
顔
に
癒
さ
れ
、元
気
を
も
ら
う

よ
！
と
ー
っ
て
も
大
好
き
♡

（
父 

昭
文
・
母 

沙
織
、山
本
）

足立陽
ひ な た

咲ちゃん
（平成23年6月22日生）

　

よ
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、元

気
い
っ
ぱ
い
な
れ
お
。お
姉
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
遊
ぶ
の
が
楽
し
み
！

（
父 

健
二
・
母 

亜
矢
、山
本
）

坂本怜
れ

央
お

ちゃん
（平成24年4月1日生）

　

わ
が
家
の
太
陽
は
る
ち
ゃ
ん
☆
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
! !  

（
父 

隆
廣
・
母 

梨
紗
、但
東
町
矢
根
）

北村陽
はる

太
た

ちゃん
（平成24年5月13日生）

　

祝
1
歳
。い
つ
も
と
び
っ
き
り
の

笑
顔
あ
り
が
と
う
!!
思
い
や
り
の
あ

る
子
に
育
っ
て
ね
♡

（
父 

清
志
・
母 

靖
子
、中
央
町
）

大永悠
ゆう

稀
き

ちゃん
（平成24年7月15日生）

▽
吉
田
有ゆ

那な（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
中
1
年
）、
平
野
真ま

子こ（
豊
岡

南
中
2
年
）、
大
石
樹
里（
豊
岡

北
中
3
年
）

■
団
体
の
部
　
高
校
生
　
2
位

▽
久
保
田
瞳（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
1
年
）、
坂
田
貴き

愛え（
近
畿

大
学
附
属
豊
岡
高
2
年
）、
多

田
桃
子（
近
畿
大
学
附
属
豊
岡

高
3
年
）

■
団
体
の
部
　
一
般
　
1
位

▽
浅
沼
友ゆ

貴き（
出
石
町
福
住
）、
大

友
希の
ぞ

美み（
日
高
町
栃
本
）、
富
士

本
珠た
ま

美み（
日
高
町
水
上
）

■
個
人
の
部
　
小
学
生
3
・
4
年

　
2
位

▽
藤
本
真ま
ゆ
う由（
八
代
小
3
年
）

■
個
人
の
部
　
中
学
生
女
子
　
3

位
▽
大
石
樹
里（
豊
岡
北
中
3
年
）

■
個
人
の
部

○
一
般　

1
位

▽
浅
沼
友
貴（
出
石
町
福
住
）

○
一
般　

2
位

▽
大
友
希
美（
日
高
町
栃
本
）

○
一
般　

3
位

▽
富
士
本
珠
美（
日
高
町
水
上
）

■
個
人
の
部
　
婦
人
　
2
位

▽
鈴
木
智
美（
千
代
田
町
）

第
67
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権  

水
泳
競
技
大
会
出
場

（
7
月
22
〜
24
日
、
京
都
市
）

■
男
子
1
0
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

5
位
、
男
子
2
0
0
メ
ー
ト
ル

自
由
形
4
位

▽
原　

嘉
一（
豊
岡
高
3
年
）

■
女
子
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形

▽
金
納
美み

海う
み（
豊
岡
高
2
年
）

平
成
25
年
度
近
畿
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
出
場

（
7
月
22
〜
24
日
、
神
戸
市
）

■
男
子
の
部

▽
近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
等
学
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
戸
牧
）

兵
庫
県
民
体
育
大
会

第
47
回
兵
庫
県
な
ぎ
な
た
大
会

■
演
技
の
部
　
中
学
生
　
3
位

▽
大
石
樹
里（
豊
岡
北
中
3
年
）、

藤
本
将ま
さ

司し（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
中
2
年
）

■
演
技
の
部
　
高
校
生
　
2
位

▽
多
田
桃
子（
近
畿
大
学
附
属
豊

　

岡
高
3
年
）、
中
村
正
子（
近
畿

　

大
学
附
属
豊
岡
高
1
年
）

■
団
体
の
部
　
中
学
生
　
3
位

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。
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催
　
し

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
で
行
う

体
力
測
定
・
運
動
相
談

日
9
月
7
日（
土
）、10
月
5
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡（
立
野

町
）

対
20
歳
以
上
の
市
民

内
簡
単
な
体
力
測
定
、
体
組
成
測

定
、
運
動
相
談

（
自
宅
で
行
え

る
運
動
プ
ラ
ン

の
提
案
）

定
50
人

申
方
事
前
に
電
話

申
問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
総
合

受
付
窓
口
☎
24

0
5
8
2

平
成
25
年
度
豊
岡
市　
　
　

精
神
障
害
者
家
族
の
集
い

日
9
月
25
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
　
市
民
活
動

室
C
・
D（
大
手
町
）

内○
講
演

・
テ
ー
マ
…「
家
族
も
元
気
で
と

も
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

・
講
師
…
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科

　
精
神
保
健
福
祉
士
　
上
田
登た
か

子こ

さ
ん

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
今
悩
ん
で

い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と

を
家
族
同
士
で
話
し
合
う
）

申
期
9
月
19
日（
木
）

申
問

・
豊
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
連
合

会
事
務
局（
ロ
マ
ン
ハ
ウ
ス
内
）

☎
23
0
0
1
9
Ｆ
34
6
0
2
0

・
市
社
会
福
祉
課

　
☎
24
7
0
3
3
Ｆ
24
4
5
1
6

但
馬
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
3

日
9
月
7
日（
土
）正
午
〜
午
後
4

時
30
分

所
但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

内
県
民
交
流
広
場
活
動
や
グ
ル
ー

プ
活
動
の
発
表
、
物
販
展
な
ど

他
但
馬
文
教
府
創
立
50
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
あ
わ
せ
て
開

催
問
但
馬
文
教
府
☎
22

4
4
0
7

高
齢
者
福
祉
月
間

長
寿
園
の
入
浴
無
料
サ
ー
ビ
ス

日
9
月
1
日（
日
）〜
30
日（
月
）の

火
・
木
・
土
曜
日

・
男
性
…
午
前
11
時
〜
午
後
0
時

30
分

・
女
性
…
午
後
0
時
30
分
〜
3
時

30
分

所
長
寿
園（
幸
町
）

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

問
高
年
福
祉
課
高
年
福
祉
係

　
☎
29

0
0
5
5

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の　

 

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
お
た
の
し
み
人
形
劇（
と
よ
お
か

家
族
の
日
）

日
9
月
29
日（
日
）午
前
11
時
〜
11

時
45
分

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
　
子
育

て
学
習
室（
大
手
町
）

対
乳
幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

内
ゆ
う
す
け
座
に
よ
る
人
形
劇

「
3
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど

ん
」な
ど

定
1
3
0
人

申
期
9
月
11
日（
水
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

※
整
理
券
が
必
要
。
各
子
育
て
セ

ン
タ
ー
で
配
布

○
子
ど
も
と
絵
本

日
10
月
3
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
　
子
育

て
学
習
室

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
絵
本
に

つ
い
て
の
話

講
師
図
書
館
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

定
20
組

申
期
9
月
19
日（
木
）

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
24

4
6
0
4

■
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
交
通
安
全
教
室

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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職　種 募集人数 応募資格 職務内容など 勤務条件
看護師

（特別支援教育
介助員）

1人
保健師助産師看護師法
に定める看護師または
准看護師免許所持者

小学校での特別支援
を要する児童の支援
業務など

賃金：日額8,200円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

豊岡市非常勤嘱託職員募集

日
9
月
18
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

内
指
遊
び
、
ゲ
ー
ム
、
人
形
劇
、

腹
話
術

指
導
出
石
交
通
安
全
協
会
婦
人
部

定
20
組

申
期
9
月
10
日（
火
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

■
わ
ら
べ
う
た
＆
製
作

日
9
月
25
日（
水
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
親
子
で
わ
ら
べ
う
た
遊
び
、
製

作
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ぐ
る
ぐ
る

ル
ー
レ
ッ
ト共通

事
項

所
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
出
石

町
内
町
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

申
問
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
☎
52

6
1
8
8

市
役
所
新
庁
舎「
市
民
見
学
会
」 

日
9
月
1
日（
日
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

所
市
役
所
新
庁
舎
内

内
新
庁
舎
内
を
自
由
に
見
学
で
き
る

※
一
部
見
学
で
き
な
い
場
所
あ
り

他
当
日
、「
豊
岡
市
夏
の
美
術
館
」

も
開
催
中（
豊
岡
稽
古
堂
も
見

学
可
）

問
総
務
課
☎
23

1
1
1
6

募
　
集

但
馬
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
高
校
生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

文
化
部
エ
ン
ト
リ
ー
募
集

日
11
月
2
日（
土
）

・
展
示
部
門
…
午
前
11
時
〜
午
後

5
時（
予
定
）

・
ス
テ
ー
ジ
部
門
…
午
後
1
時
〜

5
時（
予
定
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
　
ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ
・
交
流
サ
ロ
ン（
大
手

町
）

対
但
馬
地
域
の
高
等
学
校
文
化
部

部
門

・
展
示
部
門
…
美
術
、
書
道
、
写

真
、
手
芸
、
科
学
な
ど

・
ス
テ
ー
ジ
部
門
…
音
楽
、
演

劇
・
放
送
、
そ
の
他
ジ
ャ
ン
ル

（
持
ち
時
間
…
音
楽
10
〜
20
分
、

演
劇
・
放
送
30
〜
40
分
、
そ
の

他
ジ
ャ
ン
ル
5
〜
10
分
程
度
）

※
参
加
団
体
数
に
よ
り
、
時
間
や

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
調
整

申
方
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
記
入

の
上
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ま

た
は
メ
ー
ル

申
期
9
月
30
日（
月
）必
着

他・
応
募
多
数
の
場
合
、
高
校
生
ア

ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
会
議
で
選

考
す
る
場
合
あ
り

・
出
演
順
、
時
間
な
ど
は
、
高
校

生
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
会
議

で
決
定

・
当
日
ま
で
に
打
ち
合
わ
せ
や
リ

ハ
ー
サ
ル
あ
り

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
〒
6
6

8
0
0
3
1
　
大
手
町
4
5
）

　
☎
24
3
0
0
0
Ｆ
24
3
0
0
4

　
メinfo@

platz-npo.com

社
会
福
祉
法
人
北
但

社
会
福
祉
事
業
会
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
介
護
職
員

応
募
資
格
平
成
26
年
春
大
学
・
短

期
大
学・専
門
学
校
卒
業
予
定
の

方
で
、介
護
福
祉
士
資
格
取
得
者

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
1
人

勤
務
地
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
こ

う
の
と
り
荘
」な
ど

採
用
日
平
成
26
年
4
月
1
日

試
験
日
9
月
21
日（
土
）

申
期
9
月
17
日（
火
）

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

申
問
社
会
福
祉
法
人
北
但
社
会
福

祉
事
業
会「
こ
う
の
と
り
荘
」

　
☎
24

4
0
1
4

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

《その他要件》昭和28年４月２日以降に生まれた方
《雇用期間》 11月１日～平成26年３月31日
《選考方法》 面接試験（日時、場所は申込受付時に

連絡します）
《申込期限》 ８月26日（月）～９月10日（火）

※受付は午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日を除く）
《申込方法》 申込書（職員課に備付けのもの）に必要事

項を記入の上、必要書類を添えて提出し
てください。

《申込み・問合せ》職員課（本庁舎４階）☎23-1326
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〜
た
の
し
く
歌
お
う
〜　
　
　

「
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー
歌
謡
祭
」

出
場
者
募
集

日
11
月
17
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

所
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー（
但
東
町

出
合
）

応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
個
人
ま
た
は
団
体

※
高
校
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要

料
1
組
2
千
円

定
50
組

※
中
学
生
以
下
は
先
着
5
組
に
限

り
無
料

申
方
往
復
は
が
き
に
氏
名
・
年
齢
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
曲
目
・
歌
手
名
、
団
体
の

場
合
は
人
数
を
記
入
の
上
、郵
送

申
期
10
月
15
日（
火
）必
着

申
問
歌
謡
祭
事
務
局（
但
東
支
所

内
・
〒
6
6
8
0
3
9
3　

但

東
町
出
合
1
5
0
）

　

☎
21

9
0
3
2

セ
ミ
ナ
ー「
働
き
方
を
変
え
る

だ
け
で
、
な
ぜ
会
社
は
儲
か
る

の
か
？
」参
加
者
募
集

日
テ
ー
マ
講
師

○
9
月
4
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
…「
チ
ー
ム
力
ア

ッ
プ
！
気
持
ち
の
い
い
職
場
を

作
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

上
芝
美

恵
さ
ん
）

○
11
月
19
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
…「
ど
ん
ど
ん
儲

か
る
！
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

術
」（
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

井
原
準
哉
さ
ん
）

所
豊
岡
市
商
工
会（
日
高
町
日
置
）

定
各
40
人

申
方
参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、フ

ァ
ッ
ク
ス

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

申
問
豊
岡
市
商
工
会
経
営
支
援
課

　
☎
42
4
7
5
1
Ｆ
42
4
3
5
0

　
ホhttp://ingnet.jp

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
将
棋
兵
庫
県

代
表
選
考
会
」出
場
者
募
集

日
9
月
29
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜

（
受
付
午
前
10
時
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室（
大
手
町
）

対
県
内
在
住（
神
戸
市
を
除
く
）で
、

59
歳
以
上（
昭
和
30
年
4
月
1

日
以
前
生
ま
れ
）の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方

申
方
は
が
き
ま
た
は
任
意
用
紙
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
9
月
19
日（
木
）必
着

申
問
日
本
将
棋
連
盟
兵
庫
県
支
部

連
合
会（
〒
6
5
9
0
0
6
1 

芦
屋
市
上
宮
川
町
5

1
サ
ン

ロ
イ
ス
3
号
館
3
0
1
号
・
芦

屋
将
棋
倶
楽
部
内
）

　

☎
0
7
9
7

34

7
7
4
9

　
Ｆ
0
7
9
7

34

2
6
2
3

社
会
福
祉
法
人
み
え
保
育
園

保
育
士
募
集

募
集
職
種
・
人
数
常
勤
保
育
士
2
人

応
募
資
格
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す
る
方（
取
得

見
込
み
可
）

試
験
日
所
10
月
6
日（
日
）・
み
え

保
育
園

試
験
内
容
面
接
、
実
技
〔
ピ
ア
ノ

…
童
謡（
曲
は
自
由
）、
表
現
…

当
日
出
題
〕、論
文
…
当
日
出
題

提
出
書
類
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園

教
諭
免
許
の
写
し（
見
込
み
証

明
書
）、
成
績
証
明
書
、
履
歴

書
、
3
8
0
円
分
の
切
手
を
貼

り
宛
先
を
記
入
し
た
返
信
用
封

筒（
長
形
3
号
封
筒
）1
枚

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

申
期
9
月
27
日（
金
）当
日
消
印
有
効

※
受
付
は
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分（
土
曜
日
は
正
午

ま
で
、日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

採
用
結
果
10
月
18
日（
金
）に
通
知

申
問
み
え
保
育
園（
〒
6
6
8
0

8
1
1　

鎌
田
1
1
6
）

  

☎
24

0
4
6
2

平
成
25
・
26
年
度
公
立
八
鹿

病
院
組
合
職
員
追
加
募
集

○
平
成
25
年
度
職
員
追
加
募
集

募
集
職
種
・
人
数
事
務
職
員
1
人

（
社
会
人
経
験
者
）

試
験
方
法
筆
記
、
作
文
、
集
団
面

接
、
個
人
面
接

採
用
予
定
日
12
月
1
日（
日
）

○
平
成
26
年
度
職
員
追
加
募
集

募
集
職
種
・
人
数
①
理
学
療
法
士

2
人
②
作
業
療
法
士
3
人
③
診

療
放
射
線
技
師
1
人
④
社
会
福

祉
士
1
人
⑤
事
務
職
員
1
人

試
験
方
法
筆
記
、作
文
、個
人
面
接

※
①
②
は
グ
ル
ー
プ
討
議
、
④
⑤

は
集
団
面
接
を
追
加

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

共
通
事
項

試
験
日
10
月
20
日（
日
）

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
提
出

書
類
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵

送
申
期
9
月
30
日（
月
）必
着

他
受
験
資
格
、
試
験
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
ま
た
は
問
い
合
わ
せ

申
問
公
立
八
鹿
病
院
組
合
事
務
局
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種目 日程 時間 会場 対象 内容 問合せ

テニス

９月25日（水）
10：00～12：00 神美台

スポーツ公園 中学生以上 （18歳
以下の方は保護者
の同意が必要）

テニスの基本か
らダブルスで
ゲームを楽しむ

齋藤直喜さん
☎090-3496-3739

10月２日（水）
10月９日（水）
９月30日（月）

19：30～21：15 豊岡市民グラウンドテニスコート10月７日（月）
10月21日（月）

太極拳

10月２日（水）13：30～15：00 市民体育館

健康な大人の男女
準備体操、入門
（基本の型）、練
功十八法

白岩範道さん
☎32-4185

10月16日（水）
10月３日（木）

20：00～21：30
日高農村環境
改善センター
多目的ホール10月10日（木）

10月４日（金）13：30～15：00 出石農村環境
改善センター10月11日（金）

10月３日（木）19：15～20：45 但東中学校10月10日（木）

10月４日（金）20：00～21：30 城崎公民館
多目的ホール

10月21日（月）13：30～15：00 竹野地区公民館

なぎなた

９月27日（金）19：00～20：30

豊岡小学校体育館
幼稚園児以上 なぎなた基本練

習
山本厚子さん
☎090-2595-3549

９月28日（土）16：00～17：30
10月４日（金） 19：00～20：30
10月５日（土）16：00～17：30
９月30日（月）19：30～21：00 日高小学校体育館10月７日（月）

卓球
９月14日（土）

19：30～21：30 市民体育館 小学生以上（小・中
学生は保護者同伴）

基本技術向上を
目指すゲーム形
式の実戦練習

岡田和彦さん
☎090-5652-5791９月21日（土）

９月28日（土）

水泳 10月６日（日）11：00～12：00 ウェルストーク豊岡 幼稚園児以上 個別指導型教室 田中　忍さん
☎090-8162-2995

（
〒
6
6
7
8
5
5
5　

養
父

市
八
鹿
町
八
鹿
1
8
7
8
1
）

　

☎
0
7
9
6
6
2
5
5
5
5

　
ホhttp://w

w
w
.hosp.yoka.
hyogo.jp/

教
室・
講
習
・講
座

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
9
月
28
日（
土
）午
前
9
時
〜
正
午

所
但
東
支
所　

大
会
議
室（
但
東

町
出
合
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
、大
出
血
時
の

止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
駐
在
所
に
あ
る
所
定
の

申
込
用
紙（
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入
の

上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
9
月
25
日（
水
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係

　
☎
24

8
0
3
8
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.toyooka.

lg.jp

「とよおかスポーツフェスティバル2013」市民スポーツ教室

※それぞれ、運動できる服装、運動靴等で参加してください（卓球はラケット、体育館シューズ、水泳はキャップ、
ゴーグルも持参）。
※それぞれ、当日、直接会場にお越しください（水泳は所定の申込書に記入の上、事前にウェルストーク豊岡に申
し込みください）。
※テニスのみ参加費必要（神美台スポーツ公園：200円、豊岡市民グラウンドテニスコート：500円）

　市教育委員会、市体育協会では、市民の方々が気軽に参加できるスポーツ教室を開設します。
　気軽に参加してください。
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公
開
講
座「
源
氏
物
語
の
世
界
」

日
9
月
14
日
、
10
月
12
日
、
11
月

9
日
・
30
日
い
ず
れ
も
土
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時（
全
4

回
）

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
日
高
町
国
分
寺
）な
ど

内・
第
1
回
…
総あ
げ

角ま
き（
匂
宮
紅
葉
狩
り
）

・
第
2
回
…
総
角（
大
君
の
逝
去
）

・
第
3
回
…
早さ
わ
ら
び蕨（
中
の
君
の
孤
独

の
春
）

・
第
4
回
…
早
蕨（
薫
の
悔
い
）

講
師
京
都
橘
大
学
教
授　

福
嶋
昭

治
さ
ん

料
2
千
円（
資
料
代
、
4
回
分
）

定
40
人

申
期
9
月
10
日（
火
）

申
問
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　

☎
42

6
1
1
1

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
10
月
16
日
・
23
日
、
11
月
6

日
・
13
日
・
27
日
、
12
月
11
日

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分（
全
6
回
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

調
理

実
習
室（
立
野
町
）

対
3
歳
児
以
上
就
学
前
の
幼
児
と

保
護
者

内
育
児
講
話
、
調
理
実
習

料
1
組
1
5
0
0
円（
6
回
分
）

定
15
組

申
期
9
月
17
日（
火
）〜
10
月
11
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

但
馬
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー

寄
せ
植
え
教
室
と
栗
拾
い

日
9
月
22
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時
〔
受
付
午
前
9
時

〜
9
時
30
分
〕
※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森
本
）

※
受
付
は
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
竹
野
町
森
本
）

内
寄
せ
植
え
作
り
と
栗
拾
い

料
千
円（
中
学
生
以
下
5
0
0
円
）

定
20
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調
理
。

材
料
は
竹
野
南
里
山
の
会
が
用
意

申
期
9
月
12
日（
木
）

申
問
竹
野
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
7
3

相
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室
　

 

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
9
月
19
日（
木
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
対
人
関
係
に
悩
ん
で
い
る
」「
家

族
が
し
ん
ど
そ
う
だ
け
ど
、
ど

う
接
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」な
ど
、
心
の
悩
み
を
臨
床

心
理
士
や
保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

ひ
ょ
う
ご
地
域
安
全         

S
O
S
キ
ャッ
チ
電
話
相
談

　

県
・
県
警
察
で
は
、「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ

ャ
ッ
チ
電
話
相
談
」を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
地
域
の
安

全
・
安
心
に
係
る
異
変
を
察
知
し

た
ら
、
気
軽
に「
S
O
S
キ
ャ
ッ

チ
電
話
相
談
」に
通
報
・
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

  

専
門
機
関
に
迅
速
・
適
切
に
つ

な
ぎ
、
早
期
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

回 日時 内容 講師

第１回 ９月４日（水）
午後７～９時 但馬の歴史、自

然、古墳・遺跡、
伝統芸能、暮ら
しなど

・但馬学研究会会長、有限
会社島垣工務店代表取締役
　島垣　晃さん
・フジコー株式会社代表取
締役　丸山利典さん
・株式会社キャメル代表取
締役　太田伸吾さん

第２回 10月２日（水）
午後７～９時

第３回 11月１日（金）
午後７～９時

第４回 12月４日（水）
午後７～９時 接遇など

　言の葉OFFICEかのん代
表、元NHKキャスター　川
邊暁美さん

所
市
民
会
館　

4
階　

大
会
議
室

（
立
野
町
）

※
第
4
回
は
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大

手
町
）

定
1
0
0
人
程
度

問
夢
但
馬 

2
0
1
4 

推
進
協
議

会
事
務
局
☎
26

3
6
7
6

身近な異変に気付いたら…

通報先に迷ったら…

「SOSキャッチ電話相談」
　☎ 078-341-1

いざツーホー

324　
※月～金曜日午前９時～
午後４時（祝日、12 月
29 日～１月３日を除
く）
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月日 担当医師・
住所

９
月

22日
（日）

赤松　亮
（九日市
下町）

29日
（日）

中沢　洋
（出石町
本町）

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
9
月
21
日（
土
）

午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬

（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

　
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
9
月
21
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

試
　
験

平
成
25
年
度
第
2
回
危
険
物 

取
扱
者
試
験

日
10
月
20
日（
日
）

所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校（
九
日

市
上
町
）

試
験
の
種
類
甲
種
、
乙
種
全
類
、

丙
種

願
書
配
布
場
所
消
防
本
部
、
各
分

署
、
出
張
所
、
駐
在
所

申
方

・
郵
送
…
簡
易
書
留
郵
便
な
ど
の

送
達
確
認
が
可
能
な
方
法
で

（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー

兵
庫
県
支
部

（
〒
6
5
0

0
0
1
1　

神

戸
市
中
央
区
下
山
手
通
5

12

7
協
和
ビ
ル
5
階
）へ
郵
送

・
電
子
申
請
…（
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
手
続
き

　
ホhttp://w

w
w
.shoubo
-shiken.or.jp

申
期

・
郵
送
…
8
月
29
日（
木
）〜
9
月

9
日（
月
）必
着

・
電
子
申
請
…
8
月
26
日（
月
）〜

9
月
6
日（
金
）

■
養
成
講
習
会

講
習
科
目
乙
種
第
4
類

日
9
月
20
日（
金
）午
前
10
時
〜
午

後
5
時

所
市
民
会
館（
立
野
町
）

料
6
5
0
0
円

※
テ
キ
ス
ト
代
4
千
円
が
別
途
必

要
申
問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

☎
24

8
0
3
6

そ
の
他

第
二
種
動
物
取
扱
業
の
届
け
出

が
必
要
で
す

　

動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
法
律
の
改
正
で
、
第
二
種
動

物
取
扱
業
を
行
お
う
と
す
る
方
は
、

県
知
事
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
第
二
種
動
物
取
扱
業
…
動
物
の

飼
養
施
設
を
設
置
し
て
、
非
営

利
で
譲
渡
、
貸
出
し
、
訓
練
、

保
管
、
展
示
を
行
う
こ
と

届
出
期
間
9
月
1
日（
日
）〜
10
月

30
日（
水
）

他
届
出
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

問
県
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26

3
6
6
6

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

種目 応募資格 申込期間 試験日

防衛大学
校学生

推薦
高等学校卒業（見込
み含む）21歳未満で、
学校長が推薦する方

９月５日（木）
～９日（月）９月28日（土）・29日（日）

一般 高等学校卒業（見込み含む）21歳未満
９月５日（木）
～30日（月）

１次…11月９日（土）・10日（日）
２次…12月10日（火）～14日（土）

防衛医科
大学校学
生

医科 高等学校卒業（見込
み含む）21歳未満

９月５日（木）
～30日（月）

１次…11月２日（土）・３日（日）
２次…12月18日（水）～20日（金）

看護 １次…10月19日（土）
２次…11月30日（土）～12月１日（日）

問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978

防衛大学校・防衛医科大学校試験



　本館に｢ブックシャワー｣（セルフ書籍消毒機）を期間限定
で設置しています。（試用期間：10月16日まで）
　本を入れてボタンを押すだけで、本に付いたほこりやに
おいを除去することができます。

　また、紫外線による殺菌消毒や、アロマによる芳香効果
もあります（利用には１回10円掛かります）。ぜひ、この機
会に「ブックシャワー｣を試してみませんか。
　※利用は図書館の本に限ります。

運動会の本
< 一 般 >

大人の｢運動音痴｣が
みるみるよくなる本
深
ふか
代
しろ
千
せん
之
し
／著（すばる舎）

　運動する事は、身体的なものだけ
でなく、気分もリフレッシュし、ストレ
ス解消にもなります。
　大人のための運動音痴解消の一冊。
今日からスポーツが楽しくなります!!

< じ ど う >
とんぼのうんどうかい
かこさとし／作・絵（偕成社）

　赤とんぼの運動会。かけっこ、すず
わり、つなひき、オーエスオーエス、
みんなで一緒に楽しみました。運動会
の帰り道、ギャングこうもりに待ち伏
せされて、つかまってしまいます。さ
あ、どうしよう。赤とんぼの子どもた
ちは、知恵と勇気をふるって闘います。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

9月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

9月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月
3 火 （休館日）

4 水

10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ おはなしのゆりかご　乳

5 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
6 金

7 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ!「まんまるお月さまといっしょ」　幼 児
（工作：手作りロケット）

10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：しおりつくり）　幼 児
8 日
9 月
10 火 （休館日）
11 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
12 木
13 金

14 土 10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：くるくるメリーゴーランド）　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

15 日
16 月 （休館日）
17 火 （休館日）

18 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ おはなしのゆりかご　乳

19 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
20 金
21 土
22 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
23 月 （休館日）
24 火 （休館日）
25 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

26 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金

28 土

10：10～ 本館 読みきかせ研修会　般
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

29 日
30 月 （休館日）
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9月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

親子3B体操

おやこっこリズム遊び

そとあそび広場　悪天候時は中止
場　所

①６日（金）、26日（木）午後１時30分～ しばっこ広場（アイティ７階）
②９日（月）午後１時30分～ 中央公園（いこい）
③18日（水）午後１時30分～ 総合体育館・芝生広場

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、子育て相談

日　時
①ほっとたいむ ２日（月）、26日（木）午前11時～
②わらべうた遊び ５日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 19日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②わらべうたやいろいろな遊び③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

おやこっこ運動遊び　於：しばっこ広場　アイティ７階

親子運動遊び

なかよし広場

そとあそび広場　於：日高町民公園

絵本の読み聞かせの会

なかよし広場

お月見会

そとあそび広場　於：支所前芝生広場

おたのしみ会｢お月見会｣

えほんのとびら

日　時 １日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなできてください）
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 27日（金）午後１時30分～２時45分
対　象 １・２歳の幼児と保護者　先着20組 申込開始 13日（金）
準備物 お茶、汗ふきタオル 講　師 こども育成課　仲義　健
その他 雨天の場合、子育て総合センター子育て学習室

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組 申込開始 ５日（木）
内　容 親子ふれあい運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 25日（水）午後１時30分～２時30分
対　象 ２歳の子どもと保護者　先着15組 申込開始 11日（水）
内　容 筒太鼓、リズム遊び、ダンス、ストレッチ　他

※動きやすい服装でお越し下さい
講　師 城崎子育てセンター指導員　綱木直美さん

日　時 26日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話～事故予防について～計測、相談

日　時 10日（火）･24日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 固定遊具や芝生広場で遊びましょう
その他 雨天、公園のコンディションが悪い場合は中止

日　時 ５日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 水遊び、水鉄砲、まと当て
持ち物 着替え、タオル、お茶、帽子、濡れてもよい履物と服

日　時 19日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 13日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦 持ち物 母子手帳
内　容 歯科衛生士さんの講話、相談、親子遊び、交流

日　時 20日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着20組 申込開始 ５日（木）
内　容 親子ふれあい体操、保護者のストレッチ
講　師 日本３B体操協会　西垣満子さん、木村美保さん

日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（木）
対　象 乳幼児と保護者　先着15組  ※材料費：親子１組100円
内　容 ふれあい遊び･パネルシアター・お月見団子作り

日　時 12日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者  ※濡れてもよい服装でお越しください
内　容 水遊び･しゃぼん玉遊びなど 持ち物 お茶、帽子、タオル

日　時 11日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着35組　※材料費：親子１組150円
内　容 アンパンマン人形劇・音楽遊び・お月見団子作り

日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本の読み聞かせ

ほっとたいむ＆わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ

なかよしグングン広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

そとあそび広場　於：城崎スポーツ広場（城崎浄化センター）

日　時 ６日（金）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊びや自由遊び、保護者同士の交流、計測や子育て相談、歯科相談
スタッフ 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師

日　時 ３日（火）午前９時30分～午後12時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 大豆を使った献立（幼児向け）　※食材費実費

食育講座

お月見会

わいわいコーラス

にじっこ絵本

絵本の読み聞かせ

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

なかよし広場　於：竹野南地区公民館

そとあそび広場　於：たけのこ村

日　時 18日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳未満の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 18日（水）午前10時～12時
対　象 １歳くらいまでの乳幼児と保護者
内　容 森本中学校３年生の育児体験 持ち物 フェイスタオル、バスタオル

日　時 25日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内容 広場で遊びましょう

日　時 17日（火）午前10時～12時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 お月見団子を作って祝う

日　時 10日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による読み聞かせ

日　時 26日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 読み聞かせと製作遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

9月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

おはなし広場

食育講座－こどもとおやつ－　於 ：豊岡市民プラザ　練習室

日　時 20日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 ｢幼児期の親子関係が思春期を左右する｣ 申込開始 ９日（月）

日　時 ７日（土）、14日（土）、21日（土）、28日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 11日（水）午後１時30分～３時30分 申込開始 ８月30日（金）
対　象 子育て中の保護者　先着20人　（一時保育　15人）
内　容 こどもとおやつ、食育Q&A 講　師 栄養士　田中みゆきさん
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植村直己冒険館 （日高町伊府）
☎44－1515 FAX 44－1514（水曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第105回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■平原綾香 10th Anniversary CONCERT TOUR
　2013 ～Dear Jupiter～
　｢J

ジュピター
upiter｣での衝撃的なデビュー

から10年。平原綾香の軌跡を歌う
コンサート。

■水森かおり～ふれあいリサイタル～
　｢ご当地ソングの女王｣と呼ば
れ、10年連続ＮＨＫ紅白歌合戦出
場の水森かおりのリサイタル。

■ビートルズ＆クイーン＆マイケル ジャク
ソン クラシックス･1966カルテット

　1966カルテット（女性グルー
プ）が、洋楽の名曲をクラシッ
クで贈るコンサート。

■2012｢植村直己冒険賞｣受賞者
　竹内洋

ひろ

岳
たか

特別展『挑戦は終わらない
～8000ｍ峰14座完登、その先へ～』

　９月21日（土）　開演18：00
◇入場料　全席指定　6,500円
　　　　　（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　９月13日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中　各プレイガイドで購入可

　11月22日（金）　開演14：30
◇入場料　全席指定　5,000円
　　　　　（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月15日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日　　各プレイガイドで購入可
　友の会　発売中、一般　８月31日（土）

　12月７日（土）　開演18：00
◇入場料　全席指定　Ａ席2,000円、Ｂ席1,500円、桟

敷席（ペア）3,200円（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月29日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日　各プレイガイドで購入可
　友の会　９月８日（日）、一般　９月15日（日）

　竹内さんが実際に使用していた装備品、写真パネ
ルを展示し、その軌跡を数々のエピソードを交えて
紹介する。

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

　９月16日（月・祝）　開演13：30　於：交流サロン
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

■城崎国際アートセンター　プレ事業
①地域文化フォーラム
　｢アーティスト・イン・レジデンスの可能性と
“小さな世界都市”」
　豊岡におけるアーティスト・イン・レジデンス事
業が、豊岡のまちに何をもたらすのかを、市民の皆
さんと共に考えます。

②ダンスパフォーマンス
　｢ダンサーを探せ!! in 城崎温泉｣

　９月22日（日）　開演14：00　於：ほっとステージ
・基調講演　近藤誠一(第20代文化庁長官)
・パネリスト　片山正夫（公益財団法人セゾン文化
財団常務理事）、平田オリザ（劇作家）、中貝宗治
（豊岡市長）

・コーディネーター　吉本光宏（株式会社ニッセイ
基礎研究所主席研究員）

◇入場料　無料（要申込み）
※入場整理券：豊岡市民プラザ、市民会館、ひぼこ
ホール、図書館本館、城崎･竹野･日高地区公民館
で配布

　参加者は、地図を片手に、城崎温泉街を回遊しな
がらさまざまなロケーション（神社･空き地･路地裏
･店舗など）に隠れたダンサーを探します。

《同時開催》2012｢植村直己冒険賞　特別賞」
　村口德

のり

行
ゆき

・渡邉玉枝特別展『ちょっと
山に行ってきます、その山はエベレスト』

　エベレスト登頂記録の２人、村口さん（日本人最
多７回）と渡邉さん（女性世界最高齢）の登山時の様
子を装備品や写真パネルなどで紹介する。

　11月26日（火）まで開催中
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150

円（ココロンカード提示で無料）

　９月22日（日）　開演17：00～18：00、20：00～21：00
於：ＪＲ城崎温泉駅周辺
◇出　演　モノクロームサーカス、市民ダンサー
◇参加費　無料
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平成25年８月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

9月の主な行事
SEPTEMBER

平成25年

18（水）なかよし広場（９：30～　豊岡市民プラザ）
なかよし広場
（10：00～12：00　竹野南地区公民館）

交通安全教室
（10：30～11：30　出石子育てセンター）

19（木）但馬ドームセンター棟ギャラリー「田中忍
写真展～虹の彼方～」

（県立但馬ドーム　～10月14日）

20（金）
21（土）
22（日）カバストマルシェ

（10：00～16：00　宵田商店街）
城崎国際アートセンタープレ事業　地域文
化フォーラム「アーティスト・イン・レジ
デンスの可能性と“小さな世界都市”」

（14：00～16：30　豊岡市民プラザ）
城崎国際アートセンタープレ事業　ダンスパフ
ォーマンス「ダンサーを探せ!! in 城崎温泉」
（17：00～18：00、20：00～21：00　城崎温泉駅周辺）

23（月）秋分の日
24（火）
25（水）そとあそび広場

（10：30～11：30　たけのこ村）
わらべうた＆製作
（10：30～11：30　出石子育てセンター）

26（木）茂山狂言会（19：00～　出石永楽館）
絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00　城崎子育てセンター）
なかよし広場
（10：30～11：30　日高子育てセンター）

27（金）そとあそび広場
（10：30～11：30　日本モンゴル民族博物館）

28（土）出石藩きもの祭り
（10：00～16：00　出石支所前広場　～29日）

29（日）
30（月）

ひ
と
り
ご
と

1（日）但馬ドームセンター棟ギャラリー「楽葉会
篆
てん

刻
こく

展」（県立但馬ドーム　～16日）
パパと遊ぼうＤＡＹ！
（10：30～11：30　日高子育てセンター）

2（月）
3（火）食育講座

（９：30～12：30　竹野子育てセンター）

4（水）にじっこ絵本
（10：30～11：30　竹野子育てセンター）
えほんのとびら
（10：30～11：30　出石子育てセンター）

5（木）そとあそび広場
（10：30～11：30　城崎スポーツセンター）

6（金）なかよしグングン広場
（９：30～　豊岡市民プラザ）

7（土）第46回日本女子ソフトボール１部リーグ豊
岡大会
（10：30～　県立但馬ドーム　～８日）

8（日）南極講演会トークショー「ようこそ南極へ」
（13：30～　豊岡市民プラザほっとステージ）

9（月）
10（火）
11（水）親子運動遊び

（10：30～11：30　但東子育てセンター）

12（木）そとあそび広場
（10：30～11：30　出石支所前芝生広場）

13（金）なかよし広場
（10：30～11：30　但東子育てセンター）

14（土）第９回但州湯島の盆（城崎温泉街）
15（日）
16（月）敬老の日
17（火）お月見会

（10：00～12：00　竹野子育てセンター）

▼｢

朝
○
○｣

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、朝
に
ア
イ
ス
を
食
べ
る｢

朝
ア
イ

ス
」な
る
も
の
も
出
現
。あ
る
実
験
で

の
効
果
は
、①
リ
ラ
ッ
ク
ス
＋
す
っ
き

り
感
が
得
ら
れ
る
②
頭
の
回
転
が
速

く
な
る
③
イ
ラ
イ
ラ
感
が
軽
減
す
る

│
。普
段
と
の
違
い
を
試
そ
う
か
。 

◯K1

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,852人（－4人） 41,639人（－7人） 45,213人（＋3人） 32,662世帯（＋4世帯）
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池口忠恕
生い立ち

　池口忠恕は江戸時代も終わり
に近づく嘉

か

永
えい

４（1851）年に、出
石藩の医師の息子として生まれ
ました。藩校「弘道館」で漢学や
武道を修業し、明治４（1871）年
２月から11月まで大阪の緒

お

方
がた

洪
こう

庵
あん

の適
てき

塾
じゅく

で、さらに明治８年か
らは東京の佐藤順天病院で西洋
医学を修業しました。

出石で医院を開業
　池口が、出石町八木に医院を開業したのは、明
治13（1880）年、29歳のときのことでした。当時の
出石の農村には薬代が払えない、貧しい患者がた
くさんいました。しかし、彼は、診察代がもらえ
ないことを承知でそういった患者も診ていました。
　池口は、ある往診に出向いたとき、患者の家族
に、「薬を取りに来るとき、荷車を持って来い」と伝
えました。「何のことか分からぬが先生がおっしゃ
るなら」と、家族が荷車を引いて薬をもらいに行く
と、「薬はいらぬ、米を一俵やれ」と、蔵から米一俵
を与えたといいます。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

〒
6
6
8
I
8
6
6
6

兵
庫
県
豊
岡
市
中
央
町
2
番
4
号

U
R
L http

：//w
w
w
.city.toyooka.lg.jp

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣

●
発
行
／
豊
岡
市
　
●
編
集
／
政
策
調
整
部
秘
書
広
報
課

☎
0
7
9
6
I
23
I
1
1
1
1
　
FAX 

24
I
1
0
0
4

市
長
室
FAX 

24
I
1
0
0
4

（
支
所
）　
　
　
　
　
　
　
・
城
崎
☎
32
I
0
0
0
1

・
竹
野
☎
47
I
1
1
1
1
・
日
高
☎
42
I
1
1
1
1

・
出
石
☎
52
I
3
1
1
1
・
但
東
☎
54
I
1
0
0
0

豊岡偉人伝　16

辰
し ん

鼓
こ

楼
ろ う

に大時計を寄贈　池
い け

口
ぐ ち

忠
ち ゅ う

恕
じ ょ

感謝の印の大時計
　池口が辰鼓楼に大時
計を寄贈したのは明治
14（1881）年のことで
す。辰鼓楼は、明治
４（1871）年に、廃城と
なった出石城の大手門
の石垣を利用して建築
され、城下の人々に太
鼓で時刻を知らせてい
ました。
　寄贈のきっかけは、自身の病気の全快祝いでし
た。大病を患い、多くの見舞いを受けた池口は、
そのお礼にと辰鼓楼に大時計を寄贈したのです。

池口の書「学びて厭
いと

わず」（論語の一説）

青年2人の派遣
　寄贈に当たって、彼は、東京に地元の青年２人
を派遣して時計造りの技術を学ばせ、大時計を製
作させました。そのときの青年２人は、後に出石
で時計商として開業しながらこの大時計を管理し
ました（青年２人の派遣先は長崎で、オランダ人に
付いて修業した、との記録もあります）。時計の寄
贈は、池口自身が東京で学んだ経験から発案した
ものと想像されますが、出石城下町の人々にとっ
てこの大時計の姿は、まさに新しい時代の到来を
感じさせたことでしょう。

「扶
ふ

氏
し

医
い

戒
かい

」の教え
　池口の適塾での師である緒方洪庵は、塾生
に、ドイツ人医師フーフェラントの医学書を訳し、「扶
氏（フーフェラント）医戒」という名でこれを教えまし
た。この冒頭に「医学は自分の身を立てるためで
はなく、人の命を守り、人の病苦から患者を救うた
めのものであって、それ以外の目的を考えてはなら
ない。患者を診る際はただ患者を診ればよい。患
者の貧富を見る必要はない」という文章があります。
　まさに彼はこの「扶氏医戒」の教えのままに生き
た人物といえます。

多くの会葬者
　明治41（1908）年、池口は脳

のう

溢
いっ

血
けつ

で58歳で死亡しました。
　その葬儀の様子は、
「死を惜しむ会葬者は沿道数
町を埋めつくし、その多さは
出石町はじまって以来のこと
で、俗に申す空前にして絶後
のであると思います」
と記録されています。

願成寺（出石町東條）
にある池口忠恕の墓

（1851～1908）
出石町出身


